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▼
私
に
は
今
年
で
97
歳
に
な
る

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。

先
日
会
話
を
し
て
い
た
時
に
15

年
ほ
ど
前
の
こ
と
を
覚
え
て
い

て
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
床
屋

を
営
ん
で
い
た
か
ら
か
身
だ
し

な
み
も
気
に
掛
け
て
い
て
今
で

も
毎
日
メ
イ
ク
は
欠
か
し
ま
せ

ん
。
そ
れ
が
若
さ
の
秘
訣
な
の

か
と
学
ん
で
い
ま
す
。
私
も
そ

ん
な
素
敵
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

な
れ
る
よ
う
に
美
容
に
運
動
に

今
か
ら
頑
張
り
ま
す
。　

岩
木

▼
特
集
は
菊
池
温
泉
街
。
宿
泊

者
数
が
減
り
危
機
的
な
状
況

が
続
い
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た

い
と
思
い
企
画
し
ま
し
た
。
今

月
の
ク
ー
ポ
ン
券
に
は
温
泉
観

光
旅
館
協
同
組
合
に
加
盟
す
る

入
浴
無
料
券
が
付
い
て
い
ま
す
。

目
指
す
の
は
地
域
か
ら
愛
さ
れ
、

持
続
的
に
発
展
す
る
こ
と
。
ぜ

ひ
、皆
さ
ん
に
菊
池
温
泉
の
魅

力
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
全
て

の
人
に
愛
さ
れ
る
温
泉
街
に
な

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。　
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情報と元気を発信するマガジン

広報きくち

菊池人
霍田 崇さん

令和５年度決算
菊池市の家計簿

西郷家が縁 台湾宜蘭市と３市町
国際交流促進の
覚書を締結

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

27 28 29 30
◆ほろよいあかり
～11月４日
１７：00～２１：00
正観寺周辺

31 11/1
◆菊人形・菊まつり
～15日 9：00～17：00
開会式 10：00～
菊市広
◆ファンタジーナイト
～１０日 １７：３０～２１：00
菊池渓谷

2
◆遊ぼう・学ぼう�
10：30～11：00（要予約）
児童セ
●おはなし会
10：30～菊中図
◆豊潤橋放水見学会
11：00～正午 豊潤橋
●青空としょかん＆お
はなし会
11：00～泗　図

●おはなし会
1１：０0～七　図

3 文化の日 4 振替休日 5 6
■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
泗支所総務課
■年金出張相談　
10：00～15：00（要予約）
菊市所保険年金課
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

7
◆遊ぼう・学ぼう�
10：30～11：00児童セ

8 9
■市民講座
10：00～正午（要申込）
七　公 人権啓発・男女
共同参画推進課
●おはなしのもり
10：30～菊中図
●しすいっ子童話会
11：00～泗　図
◆菊池文化研究所成果
報告会 1３：00～

（要申込）菊文館

●ブックトーク
13：30～七　公
◆菊池のしらべ
１７：00～２１：00
菊池松囃子能場
および周辺

10
◆SLOW DAY KIKUCHI
9：00～16：00菊市広
◆秋の健康まつり�
10：00～14：00菊中公

11 12
■年金出張相談　
10：00～15：00（要予約）
菊市所保険年金課

13 
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

14
■手話通訳者配置
9：00～正午菊市所
●ママの骨盤エクササ
イズ 10：30～こ健セ

15
◆菊人形・菊まつり最
終日  閉会式 10：00～
菊市広

16
●えいごのおはなし会
1０：30～菊中図
◆よすが（縁）のつどい�
１3：30～七　公

■総合防災訓練
９：00～正午
七城総合グラウンド

17
●独立研究者・森田真
生講演会�
14：00～16：00菊中図
●おたのしみ会
14：00～泗　図

18 19
■認知症サポーター
養成講座� 14：00～

（要予約）菊市所
高齢支援課

20
■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
七　公総務課
■行政無料相談
10：00～正午 七　公
総務課
●おはなしポケット
11：00～こ健セ
■男女共同参画専門
委員相談�
13：30～16：30（要予約）
菊市所人権啓発・男女
共同参画推進課

21
◆遊ぼう・学ぼう�
10：30～11：00
児童セ

22
●おはなしの部屋
11：00～こ健セ

23 勤労感謝の日
●おはなしのもり
10：30～菊中図
●しすいっ子童話会
11：00～泗　図
■人権啓発講演会 
13：30～西部セ
●アドベントカレンダー
作り 14：00～旭　図

■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

24 25
■納付相談夜間窓口�
～29日 ～20：00

（要予約）菊市所
債権管理課

26
■年金出張相談　
10：00～15：00（要予約）
菊市所保険年金課
■もの忘れ相談会�
14：00～15：30（要予約）
菊市所高齢支援課
●ビブリオトーク体験
10：30～菊中図

27
■事業承継相談会�
9：00～16：00（要予約）
菊中公 市商工会
●赤ちゃんおはなし会
10：30～菊中図
●絵本講座
10：30～こ健セ
■認知症介護家族の
つどい�
１３：３0～15：30菊老福

28
■手話通訳者配置
9：00～正午菊市所

29 30
◆光のファンタジー
菊池② ～12月２５日
１８：00～２２：00菊市広

■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

12/1
◆雪野収穫祭�
９：00～14：00 雪野公民館

2 3 4 5 6 7



令和６年9月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：46,665人 －6
　 菊池：23,185人 －23
　 七城： 4,910人 －8
　 旭志： 4,033人 7
　 泗水：14,537人 18
男　性：22,430人 －7
女　性：24,235人 1
世　帯： 20,520世帯 33

年齢別人口 
0～14歳 5,634人 12%
15～64歳 24,859人 53%
65歳以上 16,172人 35%

自然増減 社会増減
出  生：16 転  入：136
死  亡：49 転  出：112

Contents ～今月号の掲載項目～

今月の表紙
「菊池の松

まつ

囃
ばや

子
し

」の狂言「清
水」の一幕。太郎冠

か

者
じゃ

役の
田

た

嶌
しま

晴
はる

雄
お

さん（東正観寺）
と主

あるじ

役の山
やま

内
うち

理
まさ

至
し

さん（立
石） です。訪れた観客か
らは笑みがこぼれる場面も
ありました。松囃子能は菊
池に650年以上継承されて
いる伝統芸能で、毎年10月
13日に能場で奉納されます。
今年は日曜日だったこともあ
り、多くの人が訪れました。

３ 菊池人　霍田 崇さん

４ ［特集］ 湧出70周年。菊池温泉街の再出発―

14 菊池市の家計簿 令和５年度決算
16 台湾宜蘭市・鹿児島県さつま町・鹿児島県龍郷町・菊池市

国際交流促進覚書を締結
17 【作文】 社会を明るくする運動

18
19

健康だより 糖尿病性腎症を予防しましょう／歯ッピーキッズ
国民年金情報／献血のお知らせ／介護予防ミニ講座

20
21

文芸きくち
KiCROSSだより

22

23

人権・同和教育シリーズ
はい！ こちら菊池市消費生活センターです！
守り継がれる無形民俗文化財／菊池氏遺跡
地域おこし協力隊通信

24

～

28

情報つう
▼お知らせ　健全化判断比率・資金不足比率（令和５年度決算）を公
表します／消費者トラブルにご注意ください／秋の狂犬病予防集合
注射／年末調整における定額減税説明会を開催します／マイナン
バーカードと保険証の一体化 ／１1月の「税」の納期限１2月2日㈪／
新規農業就業奨励金結婚祝い金を交付します／12月１日㈰は「世界
エイズデー」／令和６年10月から児童手当制度が改正されました／「み
つめる、みとめる」熊本県人権月間／バス・電鉄電車を利用する皆さ
んへ／市道の危険箇所を発見したらご連絡ください／知っています
か？ヘルプマーク・ヘルプカード
▼募集　ジョギング＆ウォーキングセミナーを開催します／ノルディッ
クウオーキングを体験してみませんか／職業訓練コースのご案内／
ロード・クリーン・ボランティア協定団体を募集します／令和７・８年度
入札参加資格申請の定期受け付け／入園児を募集します／「ぐっす
り睡眠の話」参加者募集
▼相談　ひとりで悩まないで男女共同参画専門委員相談／全国一
斉「女性の人権ホットライン」強化週間／予約制による納付相談夜
間窓口を開設します／事業承継個別相談会を開催します／認知症
介護家族のつどい／もの忘れ相談会
▼講演・講習　認知症サポーター養成講座／シニアのための整理
収納セミナー
▼イベント　松本俊明ピアノソロコンサート／菊池市女性の会チャ
リティー「よすが（縁）のつどい」／わいふ一番館展示ギャラリー／遊
ぼう・学ぼう児童センター

29 市民の広場

30
31

高校魅力化全力通信
菊池っ子だより

32 TOPICS～まちの話題～
34
35

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー／菊池市赤ちゃんの駅登録施設紹介

菊池市の情報発信

菊池市の公式アプリケーション

きくち防災・行政ナビ

ホームぺージ フェイスブック エックス インスタグラム

菊池市ごみ分別アプリ

※ 読み取りができないときは、他の二次元コードを隠して読み取ってください

　３年前から始まった本イベントは、「菊池市
を明るく照らして元気にしたい！」という思い
のもと結成した「菊池を明るくしよう会」の皆
さんと市民有志によって実施されています。
　今年はイルミネーションの規模がさらにパ
ワーアップ！ 菊池の夜にきらめきを添える、こ
の時期ならではのイベントをお楽しみください。

※ 詳細やご来場にあたっての留意点などは、市の
ホームページをご覧ください ➡

問菊池を明るくしよう会
☎080（1739）0769（末

すえ

吉
よし

）

点灯時間
ところ 菊池市ふるさと創生市民広場

午後６時～10時

「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している人、
伝統を受け継いでいる人など、菊
池で頑張っている人を募集します。
本市在住であれば自薦・他薦は問
いません。詳しくは市長公室まで
お問い合わせください。

ホームページ

問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252
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「
米
作
り
を
長
年
や
っ
て
き
て
、よ
う
や

く
２
週
間
先
の
稲
の
姿
が
見
え
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
奥
が
深
い
か
ら
面
白
い
」。
手

間
を
惜
し
ま
ず
、自
然
の
力
を
最
大
限
活
用

し
た
農
業
に
こ
だ
わ
る
匠
は
、食
べ
る
人
の

安
心
・
安
全
だ
け
で
な
く
環
境
に
も
優
し
い

コ
メ
を
愚
直
に
作
り
続
け
る
。

　

父
の
後
を
継
ご
う
と
農
業
大
学
卒
業
後
20

歳
で
就
農
。
米
作
り
に
ま
い
進
し
平
成
13
年
、

初
め
て
出
品
し
た
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン

ク
ー
ル
で
入
賞
し
た
。
し
か
し
、そ
こ
で
出

会
っ
た
生
産
者
の
熱
量
に
圧
倒
さ
れ
る
。「
東

北
の
農
家
は
冬
に
雪
で
作
業
で
き
な
い
か
ら

コ
メ
へ
の
こ
だ
わ
り
が
す
ご
い
。
少
し
で
も

追
い
つ
き
た
か
っ
た
ん
だ
」。
生
育
調
査
や

全
国
の
米
ど
こ
ろ
へ
の
研
修
を
重
ね
、気
付

け
ば
数
々
の
大
会
で
入
賞
を
果
た
し
て
い
た
。

　

最
も
大
切
に
し
て
い
る
の
は
消
費
者
と
の

信
頼
関
係
だ
。「
ど
ん
な
人
が
ど
う
作
っ
て

い
る
か
知
れ
ば
、き
っ
と
安
心
し
て
食
べ
て

も
ら
え
る
は
ず
」。
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、

40
年
近
く
も
日
誌
や
デ
ー
タ
を
付
け
続
け
る
。

化
学
肥
料
や
農
薬
も
極
限
ま
で
減
ら
し
て
き

た
。「
農
業
は
天
候
な
ど
に
左
右
さ
れ
る
か

ら
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
の
は
10
㌫

く
ら
い
。
で
も
う
ま
い
コ
メ
を
作
る
た
め
に

で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
や
る
ん
よ
」

　

今
年
も
審
査
員
を
務
め
る「
菊
池
米
食
味

コ
ン
ク
ー
ル
」に
は
立
ち
上
げ
か
ら
携
わ
っ

て
き
た
。
全
体
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
、生
産
者

の
底
上
げ
だ
け
で
な
く
担
い
手
増
加
に
つ
な

げ
る
の
が
狙
い
。「
稼
が
な
い
と
飯
は
食
え

な
い
。
受
け
継
い
だ
土
地
を
次
の
世
代
に
つ

な
ぐ
た
め
に
、こ
れ
か
ら
も
自
分
に
で
き
る

こ
と
を
一
つ
ず
つ
や
っ
て
い
く
よ
」

「菊池米ブランド化研究会」会長

霍田 崇さん

1_ 今年の菊池米食味コンクールは11月23日㈯㈷に泗水公民館で開催。
入賞米即売会もある ２_春には七城メロンを栽培する ３_一緒に農業を営
む家族と。妻・朋

とも

子
こ

さんは「家族を引っ張ってくれる頼もしい存在」と笑顔

米
作
り
は

奥
が
深
い
―

黄金色の稲穂を抱える霍田さん。化学肥料や農薬を抑えた「特別栽培米」
や完全不使用の「自然栽培米」にこだわり米作りを行う

Profile　つるだ・たかし
昭和41年12月12日生まれ。「㈱七城の恵み」代表取締役。平成16年か
ら旧七城町で始まった食味コンクールにもスタッフとして携わっていた。
米食味コンクールで優秀な成績を残した菊池米の生産者だけが認定さ
れる「菊池米匠の会」のメンバー。七城テニスコートで活動するテニスク
ラブ「七城オネスティー」の指導者としても活躍する。高田区在住。57歳。

3 22024 November広報きくち2024 November広報きくち



「
こ
の
ま
ま
何
も
し
な
け
れ
ば『
菊
池

温
泉
』と
い
う
言
葉
自
体
が
な
く
な
る

か
も
し
れ
な
い
」。
菊
池
温
泉
街
の
今

後
を
考
え
る
会
議
で
、あ
る
関
係
者
は

こ
う
話
し
ま
し
た
。

バ
ブ
ル
期
に
最
盛
期
を
迎
え
、多
く
の

団
体
旅
行
客
で
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た

菊
池
温
泉
街
。
し
か
し
、変
わ
り
ゆ
く

旅
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
き
れ
ず
、宿
泊
客

は
減
少
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、多
く
の
宿

泊
施
設
が
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

に
ぎ
わ
い
は
薄
れ
、通
り
を
歩
く
人
も

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、宿
泊
施
設
や
飲
食
店
、行

政
な
ど
が
集
い
、温
泉
街
の
再
生
に
向

け
た
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
こ
の
ま
ま
で
は
い
か
ん
」「
こ
れ
が
最

後
の
チ
ャ
ン
ス
」。
今
年
で
湧
出
70
周

年
を
迎
え
る
菊
池
温
泉
を
次
の
世
代
に

残
そ
う
と
奮
闘
す
る
関
係
者
た
ち
の
思

い
に
迫
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

観
光
振
興
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
２
３

人通りがまばらな菊池温泉街。観光客は年々減り続けている
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　その昔、カイコと衣料の町として知られて
いた菊池。戦後は斜陽のまちとして廃れる
ばかりでした。そんな中、昭和26年に「観
光都市として発展させるために温泉を掘削
したい」と立ち上がったのが当時の隈府町・
商工会長の村

むら

川
やま

信
のぶ

彦
ひこ

さんを中心とした有志
たちでした。
　掘削事業に必要な資金は1千万円。協力
金を募るために町内を毎日のように自転車
で駆け回り、見事資
金を調達しました。
昭和29年に現在の
東正観寺付近 で 掘
削を試みたところ、
待望の温泉が湧出。
村川さんの功績をた
たえるため、昭和52
年には名誉市民に選
ばれています。

　菊池温泉観光旅館協同組合では、初めて
温泉が湧出したことにちなみ、毎年10月30
日を「温泉湧出の日」としています。
　その日には、温泉の恵みと温泉発掘に携
わった人たちに感謝を込めて、薬師堂で薬
師祭を開催。先人たちの思いは70年経過
した今でも受け継がれています。

薬師如来像に温泉の湯をかけ、恵みに感謝する

温泉湧出の後、昭和29年12月にオープンした隈
府温泉の仮設浴場。隈府会館内の公衆浴場が完
成するまで利用された

村川信彦さん

ま
っ
て
、平
成
元
年
ご
ろ
を
ピ
ー
ク
に

宿
泊
客
の
数
は
年
々
減
り
続
け
ま
し
た
。

　
「
今
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
い
う

危
機
感
が
あ
り
ま
し
た
」と
話
す
の
は

菊
池
温
泉
お
か
み
湯ゆ

恵め

の
会
の
樋ひ

口ぐ
ち

和か
ず

代よ

会
長
。
組
合
や
行
政
な
ど
と
一
緒
に
、

九
州
一
円
の
旅
行
代
理
店
や
各
種
団
体

き
た
か
ら
、音
が
し
な
い
よ
う
履
物
を

雪
駄
に
切
り
替
え
た
ん
だ
よ
」と
当
時

を
振
り
返
り
ま
す
。

　
組
合
に
加
盟
す
る
宿
泊
施
設
は
最
盛

期
に
は
25
軒
を
数
え
、約
2
千
人
の
宿

泊
客
を
収
容
で
き
ま
し
た
。
温
泉
街
の

近
く
に
は
飲
食
店
や
バ
ー
が
約
80
軒
立

ち
並
び
、夜
の
歓
楽
街
も
形
成
さ
れ
ま

し
た
。

　
バ
ブ
ル
景
気
の
頃
に
は
絶
頂
を
極
め
、

年
間
40
万
人
の
宿
泊
客
が
菊
池
温
泉
街

に
押
し
寄
せ
ま
し
た
。「
気
付
い
た
時

に
は
お
客
さ
ん
の
大
半
が
男
性
ば
か
り

に
な
っ
て
い
た
」と
岩
永
代
表
理
事
は

話
し
ま
す
。

　
そ
ん
な
時
代
も
長
く
は
続
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
は
宿
泊
客
は

減
少
。
多
く
の
宿
泊
施
設
で
経
営
が
悪

化
し
ま
し
た
。
旅
行
ス
タ
イ
ル
が
団
体

か
ら
個
人
へ
シ
フ
ト
す
る
風
潮
も
あ
い

を
３
０
０
カ
所
程
度
回
り
、宿
泊
客
獲

得
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

他
に
も
、家
族
連
れ
や
女
性
客
に
も

訪
れ
て
も
ら
お
う
と
、平
成
16
年
か
ら

市
内
の
街
歩
き
や
地
元
料
理
の
ふ
る
ま

い
を
始
め
た
と
い
い
ま
す
。　

　

し
か
し
、減
少
し
た
客
足
は
思
う
よ

う
に
戻
ら
ず
、多
く
の
宿
泊
施
設
が
廃

業
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。「
団
体
客

を
中
心
と
し
た
歓
楽
的
な
温
泉
街
の
イ

メ
ー
ジ
が
払
拭
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
樋
口
会
長
。
現
在
、組
合
に
加
盟
す

る
宿
泊
施
設
は
７
軒
。
温
泉
街
に
と
っ

て
危
機
的
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

市立図書館のデジタ
ルアーカイブでは、施
設のマッチ箱や昔の温
泉街の様子など、画像
で見ることができます

樋
ひ

口
ぐち

和
かず

代
よ

会長

岩
いわ

永
なが

 誠
まこと

代表理事

菊池温泉おかみ湯
ゆ

恵
め

の会

菊池温泉観光旅館協同組合

昭和46年頃

現　在

　
菊
池
温
泉
の
歴
史
は
比
較
的
新
し
く
、

泉
源
を
発
掘
し
た
の
は
昭
和
29
年
で
し

た
。
当
時
の
隈
府
町
の
商
工
会
長
だ
っ

た
村む

ら

川か
わ

信の
ぶ

彦ひ
こ

さ
ん
や
有
志
が「
町
を
発

展
さ
せ
た
い
」と
官
民
を
巻
き
込
み
温

泉
開
発
に
成
功
。
桑
畑
だ
っ
た
正
観
寺

周
辺
は
一
変
し
ま
し
た
。

　
昭
和
30
年
に
は
旅
館
第
１
号
と
し
て

隈
府
会
館
が
開
業
。
大
中
小
の
温
泉
旅

館
建
設
が
続
き
、軒
を
並
べ
ま
し
た
。

　
九
州
各
地
か
ら
車
で
２
～
３
時
間
と

地
理
的
に
有
利
な
他
、菊
池
渓
谷
を
は

じ
め
観
光
名
所
に
も
恵
ま
れ
、県
内
有

数
の
温
泉
地
に
発
展
し
ま
し
た
。
昭
和

50
年
頃
に
は
社
員
旅
行
な
ど
の
団
体
客

が
宿
泊
者
の
大
半
を
占
め
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　　
「
こ
の
時
期
、温
泉
街
は
人
混
み
で

ま
と
も
に
歩
け
な
か
っ
た
よ
」
と
話

す
の
は
菊
池
温
泉
観
光
旅
館
協
同
組

合（
以
下：組
合
）の
岩い

わ

永な
が

誠ま
こ
と

代
表
理
事
。

毎
週
末
、花
火
大
会
の
よ
う
な
活
気
が

あ
り
ま
し
た
。

　
「
朝
ま
で
宿
泊
客
の
ゲ
タ
の
音
が
鳴

り
止
ま
な
か
っ
た
。
近
所
か
ら
苦
情
が

温泉街の繁栄と衰退

写真㊨（昭和46年頃）　温泉湧出以来、旅館やホテルが相次いで
建設されました。右の建物は「ホテル進都」（元「隈府会館」）、左は
手前から公衆浴場「夢の湯」、「花屋旅館」、「湯元旅館」。丘の上の
建物は上が「月見殿ホテル」、下は「酔仙閣」です。 香梅

湯元旅館

万彩工房

宝来館

菊池観光
ホテル

正観寺

最盛期には年間40万人が訪れ、活気にあふれていた菊池温泉街。
そのにぎわいも長くは続かず、過去のイメージに縛られ苦境に立たされます。
温泉街と共に過ごしてきた関係者に当時の様子を聞きました。
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㊨景観整備に合わせてデザインされた
ちょうちん。温泉街周辺の宿泊施設や
飲食店の軒先を彩る

㊧㊤「新・湯治」で森林浴や座禅体験な
どを体験する参加者。入浴に加え、周
辺の地域資源に触れる体験することで
菊池温泉の付加価値を高める狙い

崖っぷち。温泉街を
次世代に残すために―
宿泊者が減少する菊池温泉街でにぎわいを取り戻そうと温泉
街リブランディング事業がスタートしました。魅力的な温泉地に
生まれ変わるための取り組みが進んでいます。

菊池温泉街の現状や今後について意見を交わす関
係者たち

　
当
日
は
外
国
人
を
含
め
市
内
外
か

ら
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
菊
池
渓

谷
で
の
森
林
浴
の
他
、郷
土
料
理
作

り
体
験
や
玉
祥
寺
で
の
座
禅
体
験

な
ど
、市
の
魅
力
を
2
日
間
で
体
験
。

各
日
の
最
後
に
は
旅
館
で
の
入
浴
体

験
も
行
い
ま
し
た
。

　
「
温
泉
の
泉
質
が
最
高
だ
っ
た
」

「
地
域
住
民
と
の
触
れ
合
い
が
楽
し

か
っ
た
」「
新
し
い
菊
池
の
魅
力
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
」な
ど
と
参
加
者

の
評
価
も
高
く
、全
員
が「
ス
ト
レ

ス
が
減
っ
た
」と
回
答
。「
今
回
の
体

験
を
家
族
や
友
人
に
勧
め
た
い
」と

感
じ
た
人
が
全
体
の
８
割
を
超
え
る

と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。
温
泉
と

地
域
資
源
を
組
み
合
わ
せ
て
付
加
価

値
を
高
め
、宿
泊
客
の
獲
得
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
中
の
母
親
を
サ
ポ
ー
ト
す

る「
産
後
ケ
ア
事
業
」で
も
、温
泉
街

の
旅
館・
ホ
テ
ル
を
活
用
し
て
い
ま

す
。
温
泉
を
使
っ
て
、育
児
に
追
わ

れ
る
母
親
た
ち
に
心
身
を
癒
や
し
て

も
ら
う
の
が
狙
い
で
す
。
令
和
４
年

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
事
業
で
、市
内

の
子
育
て
世
帯
の
育
児
ス
ト
レ
ス
緩

和
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
今
の
温
泉
街
は
崖
っ
ぷ
ち
。
リ

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
が
再
生
の
最

後
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
話
す
の
は
、菊
池
観
光
協
会
の
松ま

つ

野の

康や
す
し

代
表
理
事
。
自
身
も
菊
池
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
の
支
配
人
と
し
て
ホ
テ

ル
経
営
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
の
状
況
に
強
い
危
機
感
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　
「
宿
泊
施
設
は
観
光
の
入
り
口
。

市
全
体
の
経
済
活
力
を
高
め
て
い
く

た
め
に
も
、菊
池
に
宿
泊
客
を
始
め

と
す
る
観
光
客
を
引
き
こ
む
こ
と
は

極
め
て
重
要
で
す
」と
松
野
会
長
は

続
け
ま
す
。「
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ

た
新
し
い
視
点
を
取
り
入
れ
る
た
め

に
若
い
世
代
の
人
た
ち
と
も
話
を
し

て
い
ま
す
。
次
の
世
代
に
温
泉
街
を

残
す
た
め
に
、一
人
一
人
が
で
き
る

こ
と
を
や
っ
て
い
き
ま
す
」

赤ちゃんにベビーマッサージをする母親
たち。温泉施設を活用した産後ケア事
業の取り組みは全国的にも珍しい

調査結果をもとに温泉の効能を科学的
に検証。結果を基に、他の温泉地との差
別化や旅行商品の開発につなげる

泊食分離を導入することで宿泊施設の
稼働率を上げ、飲食店の利用を増やすこ
とで、まち全体の活性化にもつなげる

　リブランディング事業にアドバイザーと
して参加しています。事業成功のために
は次の２点が特に重要です。
　一つは「菊池温泉といえば○○○」と
いった全体のブランドイメージの確立。も
う一つは個々の旅館の具体的な個別ター
ゲットの設定です。これらがうまくマッチ
ングしていけば事業が円滑に進んでいく
と考えています。
　菊池温泉はとにかく湯量が豊富。こん

なにたっぷりと源泉をかけ流しているのは
あまり見たことがありません。泉質も肌触
りがなめらかで、魅力的な温泉地です。
　さらに、菊池渓谷の自然や菊池一族の
歴史、おいしい農産物など、温泉以外の魅
力もたくさんあります。
　温泉と地域資源を組み合わせ、他の温
泉地との「違い」を出していくことが、これ
から生き残るために必要になってくるので
はないでしょうか。宮

みや

口
ぐち

直
なお

人
と

さん

㈱ビズユナイテッド

温泉街が生き残るために必要なもの―

　
客
が
減
り
続
け
る
温
泉
街
。
平
成

17
年
の
市
町
村
合
併
時
の
宿
泊
客
は

約
23
万
人
。
そ
の
後
、右
肩
下
が
り

で
推
移
し
、令
和
4
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
も

あ
っ
て
約
12
万
人
と
合
併
時
の
ほ
ぼ

半
分
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
官
民
連
携
で
の
取
り
組
み
は
続
い

て
い
ま
し
た
が
効
果
は
一
時
的
。
根

本
的
な
解
決
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
ん
な
中
、県
が
温
泉
を

生
か
し
た
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
昨

年
度
か
ら
新
た
に「
熊
本
の
温
泉
街

リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」を
開
始
。

市
は
温
泉
街
の
魅
力
向
上
を
目
的
に

事
業
採
択
を
進
め
、モ
デ
ル
地
域
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
観
光
資
源
を
生
か
し
て
熊
本
の

温
泉
地
の
再
生
モ
デ
ル
に
な
っ
て
ほ

し
い
」と
県
の
後ご

藤と
う

啓け
い

太た

郎ろ
う

審
議
員

（
取
材
当
時
観
光
企
画
課
）は
温
泉
街

の
将
来
に
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

　
今
年
の
３
月
に
は
再
生
に
向
け
た

「
菊
池
温
泉
街
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

基
本
構
想
」を
策
定
。
基
本
構
想
を

基
に
、旅
館
の
経
営
基
盤
の
強
化
や

宿
泊
客
が
地
元
の
飲
食
店
で
食
事
を

取
る「
泊
食
分
離
」の
推
進
、温
泉
街

一
帯
の
景
観
づ
く
り
な
ど
の
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
10
月
に
は
、周
辺
の
自
然

や
歴
史
・
⽂
化
、食
な
ど
を
生
か
し

た
体
験
と
温
泉
を
組
み
合
わ
せ
た

「
新・
湯
治
」の
モ
ニ
タ
ー
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

従
来
の「
湯
治
」の
イ
メ
ー
ジ
で

あ
る「
温
泉
入
浴
を
中
心
と
し
た
療

養
」に
加
え
、菊
池
の
自
然
環
境
や

歴
史・
⽂
化
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
で

参
加
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
効
果
を
検

証
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

松
まつ

野
の

 康
やすし

代表理事

菊池観光協会
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菊
池
温
泉
街
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
検
討
委
員
会
に
委
員
と
し

て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

菊
池
で
生
ま
れ
育
ち
、隈
府

の
商
店
街
で
飲
食
店
を
開
業
し

て
17
年
目
で
す
。
温
泉
街
に
近

い
た
め
、通
り
を
歩
く
浴
衣
姿

の
宿
泊
客
を
た
く
さ
ん
見
て
き

ま
し
た
。
最
近
は
め
っ
き
り
少

な
く
な
り
、商
店
街
も
空
き
店

舗
が
増
え
、ず
い
ぶ
ん
寂
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
し
、旅
館
の
灯
が
消
え
て

し
ま
っ
た
ら
、観
光
客
は
よ
り

集
客
力
の
あ
る
地
域
に
流
れ
て

し
ま
い
、菊
池
に
来
る
人
は
ま

す
ま
す
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

だ
か
ら
、リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
事
業
の
成
功
は
こ
の
ま
ち
が

盛
り
上
が
る
た
め
絶
対
に
必
要

な
も
の
。
人
が
消
え
つ
つ
あ
る

菊
池
に
人
を
呼
び
戻
す
重
要
な

手
段
な
ん
で
す
。

　
旅
館
、飲
食
店
、市
民
、行
政

が
一
丸
と
な
っ
て
、こ
れ
か
ら

も
っ
と
い
ろ
い
ろ
と
仕
掛
け
て

い
き
た
い
。

　
み
ん
な
で
取
り
組
め
ば
菊
池

は
も
っ
と
良
い
方
向
に
変
わ
っ

て
い
く
は
ず
で
す
。
そ
の
た
め

に
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
市
の
土
地
を
ど
う
開
発
す
る

か
の
検
討
や
住
民
の
合
意
形
成

な
ど
は
、行
政
に
し
か
で
き
な

い
こ
と
。
で
も
、施
設
を
整
備

し
て
も
そ
れ
が
赤
字
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
は
意
味
が
な
い
。
私

た
ち
は
あ
く
ま
で
支
援
す
る
立

場
と
し
て
、事
業
主
体
は
民
間

に
任
せ
る
方
針
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
推
進
し
ま
し
た
。

　
地
域
住
民
と
は
徹
底
的
に
話

し
合
い
を
続
け
ま
し
た
。
思
い

が
伝
わ
り
、平
成
29
年
に
は
旅

館
の
後
継
者
を
中
心
と
し
た
民

間
事
業
者
出
資
の
カ
フ
ェ
が

オ
ー
プ
ン
。
温
泉
街
に
新
店
舗

が
で
き
た
の
は
20
年
ぶ
り
で
し

た
。
以
降
、現
在
ま
で
に
17
の

　
長
門
湯
本
温
泉
は
山
口
県
で

最
も
古
い
歴
史
を
持
っ
て
い
ま

す
。
昭
和
59
年
に
は
過
去
最
高

の
宿
泊
客
数
を
記
録
。
し
か
し
、

他
の
多
く
の
温
泉
街
と
同
じ
よ

う
に
団
体
客
が
減
り
、に
ぎ
わ

い
が
失
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
危
機
的
状
況
の
中
、

平
成
28
年
に
大
型
リ
ゾ
ー
ト
運

営
会
社
と
協
定
を
締
結
。
公
衆

浴
場
や
遊
歩
道
な
ど
、温
泉
街

の
中
心
施
設
を
整
備
す
る
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、ま
だ
宿
泊
事
業
者

や
飲
食
店
な
ど
の
地
元
の
人
に

は「
行
政
と
リ
ゾ
ー
ト
会
社
が

な
ん
と
か
し
て
く
れ
る
」と
い

う
空
気
が
あ
っ
た
ん
で
す
。

事
業
所
が
新
た
に
開
業
し
て
い

ま
す
。
官
民
一
体
と
な
っ
て
事

業
を
推
進
す
る
。
そ
れ
が
長
門

湯
本
温
泉
の
特
徴
な
ん
で
す
。

　

観
光
業
は
、外
貨
を
獲
得
し

て
事
業
者
が
潤
う
だ
け
で
な
く
、

地
域
住
民
が
外
部
の
人
と
交
流

す
る
貴
重
な
機
会
。
ま
た
、旅

行
で
そ
の
ま
ち
に
来
て
も
ら
う

こ
と
で
関
係
人
口
の
増
加
、ひ

い
て
は
移
住
に
も
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
観
光
業
は
ま
ち
づ
く
り
の
一

環
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
宿
泊
施
設
が
集
ま
る

温
泉
街
は
そ
の
核
に
な
る
も
の

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、地
域
住

民
が
中
心
と
な
っ
た
再
生
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
幼
い
頃
か
ら
温
泉
街
に
あ
る

旅
館
の
温
泉
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　
県
外
か
ら
友
達
が
遊
び
に
来

た
と
き
は
、必
ず
菊
池
温
泉
に

案
内
し
て
い
ま
す
。「
泉
質
が

最
高
だ
ね
」「
足
湯
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
楽
し
い
」な
ど
と
評
判

が
い
い
で
す
。

　
私
は
大
学
時
代
に
県
外
に
出

ま
し
た
が
、卒
業
後
、帰
っ
て

き
た
の
は
こ
の
ま
ち
と
菊
池
温

泉
が
好
き
だ
か
ら
。
も
し
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、市
外
に

引
っ
越
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。　

　

温
泉
街
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ

ク
な
雰
囲
気
も
大
好
き
。
一

方
、女
性
が
気
軽
に
入
れ
る
お

店
が
少
な
い
と
も
感
じ
て
い
ま

す
。
お
し
ゃ
れ
な
店
舗
が
も
っ

と
増
え
れ
ば
、若
い
世
代
の
お

客
さ
ん
が
も
っ
と
来
て
く
れ
る

ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
も
微
力
な
が
ら
菊
池
温
泉

の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、宿
泊
施
設
と
提
携
し
て
、

経
営
店
舗
の
イ
ベ
ン
ト
来
場
者

に
温
泉
チ
ケ
ッ
ト
を
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

市
内
外
問
わ
ず
、も
っ
と
多

く
の
人
た
ち
に
魅
力
を
伝
え
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

菊池温泉街の灯
あかり

を消したくない―

再
生
の
ヒ
ン
ト
は
、官
民
連
携

たくさんの人に
魅力を伝えたい

温泉街を残したいと考えているのは旅館の経営者だけではありません。
強い思いで温泉街を盛り上げようと活動する人たちに話を聞きました。

再
生
に
向
け
歩
み
を
始
め
た
菊
池
温
泉
街
。
同
じ
よ
う
な
規
模
な
が
ら
、

官
民
が
連
携
し
、魅
力
的
な
温
泉
街
に
変
貌
し
た
長な

が

門と

湯
本
温
泉（
山

口
県
長
門
市
）の
関
係
者
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

高
たか

本
もと

梨
り

花
か

さん

松
まつ

岡
おか

裕
ゆう

史
じ

主査

ボードゲーム喫茶 しんきんぐ

長門市役所 

会議で意見を話す神田さん。「思いをぶ
つけ合いながら、菊池を盛り上げたい」

菊池温泉街にある足湯で友人たちと談
笑する高本さん

再生に向けて
全力を尽くす

神
かん

田
だ

祐
ゆう

樹
き

さん肴屋 夢路

【長門湯本温泉】 山口県で最古の温泉
地。近年は街全体の再整備が進み、立
ち寄り湯や川床テラス、街中を照らす
幻想的なライトアップの演出、次々と進
出する新しい宿泊施設や飲食店、商店と、

「歩いて楽しい温泉地」に変貌している。

1_ 長門湯本温泉の全景 2_ ライトアップされた竹林の階
段 3_ 温泉街の中心を流れる川には遊歩道や川床、飛び石
などを整備　　　　　　　　　　　　（写真提供：長門市役所）

1 2

3
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１
２
０
０
人
が
来
場
し
、参
加
者
は
近

隣
の
飲
食
店
巡
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

音
楽
ラ
イ
ブ
も
行
わ
れ
、い
つ
も
と
は

違
っ
た
温
泉
街
に
楽
し
そ
う
な
笑
い
声

が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

温
泉
街
で
は
再
生
に
向
け
、日
本
名

湯
百
選
に
選
ば
れ
た
温
泉
だ
け
で
な
く
、

自
然
や
歴
史・
文
化
、食
と
い
っ
た「
菊

池
の
暮
ら
し
そ
の
も
の
」を
組
み
合
わ
せ
、

官
民
が
連
携
し
て
新
た
な
魅
力
創
出
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
地
域
全
体
で
訪
れ
る
人
た
ち
を
も
て

な
す
こ
と
。
そ
し
て
、地
元
の
人
も
楽

し
い
と
思
え
る
ま
ち
に
す
る
こ
と
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、さ
ら
な
る
交
流
が
生

ま
れ
、「
ま
た
訪
れ
た
い
」と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
魅
力
の
あ
る
温
泉
街
に

な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

菊
池
温
泉
湧
出
か
ら
70
年
―
。
次
の

世
代
に
つ
な
げ
る
た
め
に
新
し
い
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
温
泉
街
初
め
て
見
た
」

「
観
光
客
の
人
と
交
流
で
き
た
の
が
楽

し
か
っ
た
」

　
10
月
５
日・6
日
に
行
わ
れ
た「
ほ
ろ

よ
い
あ
か
り
」で
は
、訪
れ
た
人
た
ち

が
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。夜
の
新
た
な
景
観
創
出
に
向
け
、

温
泉
街
の
道
沿
い
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す

る
と
い
う
初
め
て
の
試
み
で
す
。

　
「
過
去
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
て
、温

泉
街
の
新
し
い
姿
を
見
せ
た
い
」と
宿

泊
施
設
や
飲
食
店
、地
元
、行
政
の
関

係
者
が
一
体
と
な
っ
て
つ
く
り
上
げ
ま

し
た
。

　

同
時
開
催
の
イ
ベ
ン
ト「
温
泉
街
de

は
し
ご
酒
」も
大
好
評
。
２
日
間
で
約

リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
が

目
指
す
も
の

ライトアップした正観寺前。地域の食と周辺散策を組み合
わせたイベントなど、今後も人を呼び込む取り組みを進める
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菊
池
市
の
家
計
簿

令
和
５
年
度
決
算

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

財
政
課
財
政
係 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
２

歳出決算額

277億5,074万3千円

用語の説明

▼ 令和５年度各特別会計別決算状況
特別会計名 令和５年歳入総額 令和５年歳出総額

国民健康保険事業
特別会計 63億3,628万6千円 63億3,244万7千円

後期高齢者医療事業
特別会計 7億2,648万円 7億2,646万6千円

介護保険事業特別会計 60億6,901万1千円 59億4,482万5千円

市税
市民税や固定資産税など
分担金および負担金
保育所の保育料などとして入ってきたお金
使用料および手数料
公営住宅の家賃などとして入ってきたお金
財産収入・寄附金・諸収入
市が持っている土地や建物の貸し付けなどで
入ってきたお金
繰入金
基金などから繰り入れたお金
繰越金
前年度から繰り越したお金
市債
市が国などから借りたお金
県支出金
市の特定事業に対して、県から交付されたお金
国庫支出金
市の特定事業に対して、国から交付されたお金
地方交付税
国税（所得税・法人税・酒税など）の一部から、市
の財政状況に応じて交付されたお金
地方譲与税・交付金など
国税の一部を一定の基準で市に譲与されたお金
自主財源
市税や負担金などで、市が自主的に収入してい
るもの
依存財源
地方交付税や国・県支出金および市債などで、
市が自主的に収入を確保できないもの

▼市債および基金の現在高（一般会計）
区　分 令和５年度末現在高 市民１人当たり換算

市 債
（国などから借りたお金） 286億4,606万3千円 61万4,116円

基 金
（市が蓄えているお金） 135億5,913万円 29万682円

※基金は、財政調整基金、減債基金および特定目的基金の合計
※令和６年３月末人口：46,646人で算出

※令和６年３月末人口：46,646人で算出▼費目ごとの内訳

285億3,599万1千円

依存財源

自主財源

市税 21.2%
60億4,840万8千円

分担金及び負担金 0.6%
1億7,173万2千円

使用料及び手数料 1.2%
3億5,428万6千円

財産収入・寄附金・諸収入
2.7%
7億6,492万7千円

繰入金 2.4%
6億7,480万円

繰越金 2.7%
7億7,893万6千円

市債 5.4%
15億5,070万円

県支出金 9.9%
28億1,507万5千円

国庫支出金 17.8%
50億7,625万2千円

地方譲与税・交付金など
6.2%
17億6,611万9千円

地方交付税 29.9%
85億3,475万6千円

衛生費 5.0%
13億8,593万6千円

農林水産業費 6.6%
18億3,194万円7千円

商工費 1.6%
4億3,618万4千円

土木費 8.7%
24億789万4千円

消防費 3.2%
8億8,240万2千円

教育費 9.7%
26億9,782万6千円

災害復旧費 0.3%
8,299万2千円

公債費 11.8%
32億7,885万9千円

総務費 11.3%
31億2,253万1千円

民生費 41.2%
114億2,695万7千円

議会費 0.7%
1億9,721万5千円

30.8%

69.2%

令
和
６
年
９
月
定
例
議
会
に
お
い

て
認
定
さ
れ
た
、
令
和
５
年
度

一
般
会
計
の
決
算
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

令
和
５
年
度
決
算
と
は
、令
和
５
年

４
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
３
月
31
日
ま

で
の
歳
入
歳
出
の
実
績
の
こ
と
で
す
。

　

令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
規

模
は
、歳
入
２
８
５
億
３
５
９
９
万
１
千

円（
対
前
年
度
比
４・
１
％
減
）、
歳
出

２
７
７
億
５
０
７
４
万
３
千
円（
対
前
年

度
比
４・
３
％
減
）で
、歳
入
歳
出
の
差

額
は
７
億
８
５
２
４
万
８
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
で
あ
る
市
税
の
収
入
は

60
億
４
８
４
０
万
８
千
円
で
あ
り
、対

前
年
比
０・９
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

消防費 18,917円
菊池広域連合負担金経費
消防団経費
防災・災害対策経費
消防施設・備品整備経費
など

災害復旧費 1,779円
農林水産施設災害復旧経費
農地等単独災害復旧経費
公共土木施設災害復旧経費
衛生施設災害復旧経費
など

公債費 70,292円
市の借金返済

教育費 57,836円
中学校長寿命化改良経費
給食センター等経費
図書館・公民館経費
体育施設費
など

議会費 4,228円
会議録作成経費 など

総務費 66,941円
庁舎施設等整備
ふるさと納税促進経費
電算管理費
区長会経費
など

民生費 244,972円
私立保育園経費　
自立支援・介護給付
後期高齢者医療関係経費
児童手当給付費
など

衛生費 29,712円
菊池環境保全組合経費
予防接種経費・各種検診経費
ごみ分別収集・処理経費
など

農林水産業費 39,273円
農林業補助金経費
農地整備経費
農業委員会経費
地籍調査経費
など

土木費 51,621円
下水道事業繰出経費
道路維持整備経費
公園整備・管理経費
市営住宅経費
など

商工費 9,351円
商工業補助金経費
商工会育成活動補助経費
観光施設整備・管理経費
など

令和５年度に使われたお金
（一般会計）市民１人当たり

令和５年度に納められたお金
（一般会計・市税）市民１人当たり

59万4,922円

12万9,666円

歳入決算額
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作　文

　
私
は
友
達
付
き
合
い
が
苦
手
で
す
。
そ
ん

な
私
が
尊
敬
し
て
い
る
の
は
お
じ
い
ち
ゃ

ん
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
友
達
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
家
に
来
ら
れ
る
人
全
員
仲

良
し
で
す
。
な
ん
で
そ
ん
な
に
仲
が
良
い

の
だ
ろ
う
と
、
と
て
も
不
思
議
に
な
っ
て

聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
な
ん
で
そ
ん
な
に
友
達
が
多
い
と
？
」

「
そ
れ
が
不
思
議
と
分
か
ら
ん
と
よ
。
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
言
わ
れ
た
こ
と
は
ね
、
良
い
と

こ
ろ
を
見
つ
け
る
達
人
だ
よ
っ
て
こ
と
く

ら
い
か
ね
ぇ
」

と
、
優
し
く
笑
い
な
が
ら
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
確
か
に
何
を
し

て
も
褒
め
て
く
れ
て
一
緒
に
喜
ん
で
く
れ

て
、
否
定
を
一
切
し
な
い
人
で
し
た
。
一

緒
に
い
る
だ
け
で
幸
せ
に
な
れ
る
お
じ
い

ち
ゃ
ん
。
そ
の
日
か
ら
も
っ
と
大
好
き
に

な
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
２
月
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は

仏
様
に
な
り
ま
し
た
。
最
後
ま
で
に
こ
に

こ
し
な
が
ら
話
を
し
て
く
れ
た
こ
と
、
心

配
か
け
な
い
よ
う
に
接
し
て
く
れ
た
こ
と
。

忘
れ
る
こ
と
は
な
い
で
す
。

　
そ
し
て
通
夜
、
葬
儀
の
日
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
お
友
達
が
た
く
さ
ん
来
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
全
国
各
地
か
ら
で
す
。
学
生
時

代
の
ご
友
人
の
方
、
会
社
に
勤
め
て
い
た

頃
の
後
輩
の
方
、
近
所
の
方
。
私
が
想
像

し
て
い
た
よ
り
２
倍
近
く
の
方
が
お
じ
い

ち
ゃ
ん
と
の
最
期
の
時
を
過
ご
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
一
通
り
葬
儀
が
終
わ
り
、
お

見
送
り
を
し
て
い
た
時
、
あ
る
１
人
の
方

が
私
た
ち
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　
「
あ
な
た
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
ね
、
僕
の

こ
と
を
助
け
て
く
れ
た
ん
だ
よ
。
学
生
時
代

一
人
だ
っ
た
僕
に
声
を
掛
け
て
く
れ
た
の

が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
ね
、
友
達
が
い
な
い

僕
に
な
ん
で
声
を
掛
け
て
く
れ
た
の
か
聞

い
た
の
。
ど
う
せ
可
哀
想
だ
か
ら
と
か
言

わ
れ
る
と
思
っ
て
い
た
ん
だ
け
ど
ね
、『
一

人
で
勉
強
し
て
い
る
の
が
と
て
も
素
晴
ら

し
い
と
思
っ
て
、
教
え
て
ほ
し
い
な
』
と

声
を
掛
け
て
く
れ
た
ん
だ
よ
。
僕
に
は
勉

強
し
か
取
り
柄
が
な
か
っ
た
か
ら
嬉
し
く

て
ね
。
あ
り
が
と
う
っ
て
伝
え
そ
び
れ
た

か
ら
息
子
さ
ん
や
孫
ち
ゃ
ん
た
ち
に
は
伝

え
た
く
て
。
話
聞
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
と
て
も
優
し
く
て
明

る
く
て
ね
、
差
別
も
し
な
い
良
い
人
で
ね
。

何
回
助
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
か
」

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
あ
い
さ
つ
で
元
気
が
出

て
た
ん
だ
よ
」

「
踏
み
外
し
た
道
を
戻
し
て
く
れ
た
の
は
全

部
お
じ
い
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
ん
だ
よ
」

と
、
私
の
知
ら
な
か
っ
た
一
面
を
た
く
さ

ん
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
出
棺
の
時
、
み
ん
な
「
あ
り
が
と
う
」
と

声
を
掛
け
て
い
る
姿
を
見
て
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
み
た
い
な
人
に
な
ろ
う
と
心
に
決
め
ま

し
た
。

　

私
は
今
ま
で
の
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
の
活
動
を
通
し
て
あ
い
さ
つ
の
重
要
さ

や
、
地
域
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
が
大
切

だ
と
考
え
て
き
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
に
近

く
に
い
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私

が
住
ん
で
い
る
地
域
を
明
る
く
し
て
い
た

の
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

人
助
け
も
す
る
、
地
域
の
方
々
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
忘
れ
な
い
、
昔
か

ら
の
ご
友
人
も
大
切
に
し
て
。
こ
ん
な
に

自
慢
で
き
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
、
な
ん
だ

か
私
も
誇
ら
し
い
で
す
。
も
う
少
し
一
緒

に
い
た
か
っ
た
し
、
お
話
も
た
く
さ
ん
聞

き
た
か
っ
た
け
れ
ど
、
落
ち
込
ん
で
い
る

ひ
ま
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
代
わ
り
に
な
り
ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
認
め
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
あ
い
さ
つ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
忘
れ
ず
、
だ
れ
も
置
い
て
い
か
な
い

環
境
づ
く
り
を
頑
張
り
ま
す
。
天
国
か
ら

見
て
て
ね
。
私
の
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
。

菊池女子高校２年　福
ふく

嶋
しま

明
あ

日
す

香
か

さん
私のスーパーヒーローはおじいちゃん
高校生の部最優秀作文

社会を明るくする運動
法務省が主唱する「社会を明るくする運動」。市内の小中高校生を対象
に犯罪や非行のない地域社会づくりをテーマに作文を募集しました。
広報きくち９月～11月で各部門の最優秀作文を紹介します。

台湾 宜蘭市

宜蘭市

龍郷町

さつま町

菊池市

鹿児島県さつま町 鹿児島県龍郷町 菊 池 市

国際交流促進覚書を締結
菊池市と台湾・宜

ぎ

蘭
らん

市に、鹿児島県さつま町と龍
たつ

郷
ごう

町を加え
た4者は9月26日に国際交流を促進する覚書を結びました。
今後、観光や教育分野などの多くの分野で交流を進め、連
携を深めていきます。

1_ ㊧からさつま町の上
うえ

野
の

俊
しゅん

市
いち

町
長、江

え

頭
がしら

実
みのる

市長、宜蘭市の陳
チン

美
メイ

玲
リン

市長、龍郷町の竹
たけ

田
だ

泰
やす

典
のり

町長 2・
3_ 締結式には2市2町から総勢
59人が出席。また、同会場で行
われた交流会には66人が参加し、
交流を深めました

【問い合わせ先】 市長公室広報交流係 ☎0968（25）7252

「
西
郷
家
」が
縁
で
交
流

　

菊
池
市
、鹿
児
島
県
の
さ
つ
ま
町
と
龍

郷
町
、台
湾
の
宜
蘭
市
を
加
え
た
4
自
治

体
は
、国
際
交
流
促
進
覚
書（
Ｍ
Ｏ
Ｕ
）を

交
わ
し
ま
し
た
。

　

本
市
と
３
市
町
の
縁
は
、西さ

い

郷ご
う

隆た
か

盛も
り

の

長
男・
菊き

く

次じ

郎ろ
う

に
あ
り
ま
す
。
菊
次
郎
は

隆
盛
が
幕
府
の
弾
圧
を
逃
れ
て
3
年
間
潜

伏
し
た
奄
美
大
島
の
龍
郷
町
で
島
の
娘・

愛あ
い

加か

那な

と
の
間
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

後
に
日
本
統
治
時
代
の
宜
蘭
庁
長（
知

事
）を
務
め
、「
宜
蘭
堤
防
」の
名
で
呼
ば

れ
る
堤
防
を
築
き
ま
し
た
。
帰
国
後
は
、

京
都
市
長
を
経
て
、さ
つ
ま
町
で
旧
永
野

金
山
鉱
業
館
長
に
就
任
。
青
少
年
の
育
成

の
た
め
に
夜
学
校
を
開
く
な
ど
、人
材
育

成
に
努
め
ま
し
た
。

　
隆
盛
の
祖
先
は
菊
池
一
族
と
い
わ
れ
て

い
て
、龍
郷
町
で
潜
伏
し
た
際
は「
菊
池

源げ
ん

吾ご

」と
名
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

観
光
や
教
育
分
野
な
ど
、

さ
ら
な
る
交
流
を
目
指
し
て

　

4
自
治
体
は
、平
成
30
年
に
交
流
宣
言

を
行
い
ま
し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
本
格
的
な
交
流
は
止
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
、台
湾
積
体
電
路
製
造（
Ｔ
Ｓ
Ｍ

Ｃ
）の
菊
陽
町
進
出
や
熊
本
空
港
新
旅
客

タ
ー
ミ
ナ
ル
開
業
を
機
に
、本
市
の
議
員

団
が
令
和
5
年
に
宜
蘭
市
を
訪
問
。
各
市

町
に
交
流
促
進
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

　
締
結
式
は
菊
池
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
行

わ
れ
、4
首
長
が
出
席
。今
後
、観
光
や
教

育
分
野
の
相
互
交
流
を
通
じ
て
人
材
育
成

を
進
め
、農
産
物
や
特
産
品
の
物
流
も
強

化
し
て
い
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

宜
蘭
市
の
陳チ

ン

美メ
イ

玲リ
ン

市
長
は「
台
湾
か
ら

熊
本
に
移
住
す
る
人
も
多
く
い
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
、ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
な
関

係
を
築
き
ま
し
ょ
う
」と
話
し
ま
し
た
。

12

3

台 湾

宜蘭県 宜蘭市

宜蘭市は台湾北部の地方都市。農業
が盛んで土地と水源に恵まれており、
コメやネギなどが有名。日本様式の
建物もあり、台湾と日本の文化が融
合したような雰囲気がある町です。

面　積：29.408km²
総人口：9万4,966人
世　帯：3万8,613戸

ＤＡＴＡ

※2024年7月現在
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問い合わせ先 保険年金課高齢者医療・年金係  ☎0968（25）72１８

国民年金は「老齢年金」「障害年金」「遺族年金」の３つの年金があり、“今”
と“将来”を支える大切な備えです。日本に住んでいる20歳以上60歳未
満のすべての人が加入する国民年金の情報をお伝えします。

問い合わせ先 健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

～ 献血にご協力ください ～

問高齢支援課地域包括支援係 ☎0968（25）7216 問健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

と き

内 容

ところ

４００mL献血

献血カードをお持ちください
　献血の安全性向上のため、運転免許証やパスポー
トなどで本人確認をお願いしています。献血カード
を持っている人は一緒にお持ちください。
　薬を飲んでいる人でも献血できる場合があります。
会場で医師が判断しますのでご相談ください。

日時や場所が変更になる場合があります
　 最新情報は熊本県赤十字献血セン
ターのホームページでご確認ください。

荒
あら

木
き

蒼
そう

太
た

（西寺）
髙
たか

宮
みや

颯
そう

天
ま

（豊間）
出

で

口
ぐち

　纏
まとい

（野間口）
渕
ふち

上
がみ

結
ゆ

美
み

（野間口）
中
なか

村
むら

奏
か

月
づき

（西寺）
北
きた

村
むら

春
はる

燈
ひ

（北宮）
髙
こう

山
やま

大
たい

晴
せい

（重味）
白
しら

石
いし

都
み

桜
お

（袈裟尾）
城
しろ

本
もと

萌
め

衣
い

（深川）
城
じょう

峯
み

明
あ

乃
の

（隈府）
德
とく

永
なが

春
はる

陽
ひ

（隈府）
中
なか

野
の

朝
あさ

陽
ひ

（片角）
松
まつ

岡
おか

　律
りつ

（隈府）
光
みつ

堀
ぼり

悠
ゆ

月
づき

（片角）

川
かわ

上
かみ

快
かい

吏
り

（亀尾）

N
グ　エ　ン

GUYEN M
ミ　ン

INH K
コ　イ

HOI
（新古閑）

筒
つつ

井
い

依
い

桜
ろ

春
は

（辺田）
にし

口
ぐち

　潔
いさき

（甲佐町）
平
ひら

田
た

歩
あゆ

結
む

（尾足）
楠
くすのき

　叶
の

愛
あ

（住吉）
田

た

中
なか

春
はる

凪
な

（吉富）
平
ひら

山
やま

七
なの

葉
は

（永）
前
まえ

島
じま

　雫
しずく

（亀尾）
前
まえ

島
じま

　翠
すい

（亀尾）
前
まえ

田
だ

泰
たい

志
し

（吉富）
宮
みや

本
もと

快
かい

昇
り

（吉富）
渡
わた

邉
なべ

姫
ひめ

華
か

（永）

９月の歯科健診で、むし歯がなかったお子さん
を紹介します。※敬称略。（ ）内の字は健診日時点

3歳児健診時「むし歯なし」の子口の“ささいな衰え”を見逃さず、健康長寿
オーラルフレイル※をチェックしましょう！
※ 歯や口の機能の“ささいな衰え”のこと

合計点数　　【0～2点】 オーラルフレイルのリスク低い
　　　　　　【3点】 危険性あり　【4点以上】 危険性高い

（出典：公益社団法人日本歯科医師会リーフレット「オーラルフレイル」より）

　オーラルフレイルを早期に気付き、適切な対策をする
ことで、元の健常な口の機能を回復させることができます。

質　問　事　項 はい いいえ
半年前と比べて、固い物が食べにく
くなった 2 0

お茶や汁物でむせることがある 2 0
義歯を入れている 2 0
口の渇きが気になる 1 0
半年前と比べて、外出が少なくなった 1 0
さきイカやたくあんくらいの堅さの
食べ物を噛むことができる 0 1

1日に2回以上、歯を磨く 0 1
1年に1回以上、歯医者に行く　 0 1

た
状
態
が
3
カ
月
以
上
続
く
病
気
を

「
慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）」と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、糖
尿
病
で
あ
り
、蛋
白

尿
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
腎
機
能
が
低

下
す
る
も
の
を「
糖
尿
病
性
腎
症
」と

い
い
ま
す
。

　

慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）が
重
症
化

す
る
と
、透
析
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、

原
因
疾
患
別
に
分
け
る
と
糖
尿
病
性

腎
症
が
一
番
多
い
で
す
。糖
尿
病
の
治

療
を
放
置
し
、血
糖
値
が
高
い
状
態
が

長
く
続
く
と
、腎
機
能
は
低
下
し
、10

～
15
年
経
過
し
た
こ
ろ
に
は
透
析
治

療
が
必
要
な
状
態
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

合
併
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

糖
尿
病
性
腎
症
を
予
防
す
る
た

め
に
は
、糖
尿
病
の
予
防
も
し
く
は
糖

尿
病
の
治
療
を
継
続
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
以
下
の
こ
と
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

▼ 

生
活
習
慣
病
健
診
や
特
定
健
診
な

ど
、健
診
を
毎
年
受
け
る

▼ 

定
期
的
に
診
察
や
検
査
を
受
け
る

（
治
療
を
中
断
し
な
い
）

▼ 

血
糖
値
、血
圧
、コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

体
重
を
医
師
の
指
示
の
範
囲
で
維

持
す
る

▼ 

生
活
習
慣
を
見
直
す（
食
事
や
運
動

な
ど
）

▼ 

た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
場
合
は
、た

ば
こ
を
や
め
る

糖
尿
病
っ
て
？

　
イ
ン
ス
リ
ン（
血
糖
値
を
下
げ
る
た

め
に
働
く
ホ
ル
モ
ン
）の
働
き
が
弱

ま
っ
た
り
、十
分
に
分
泌
さ
れ
な
く

な
っ
た
り
す
る
こ
と
で
血
糖
値
が
高

く
な
る
病
気
で
す
。
初
期
の
場
合
は
、

自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
糖
尿
病
は
、早
い
時
期
に
治
療
を
始

め
る
こ
と
が
病
気
の
進
行
や
合
併
症

の
予
防
に
と
っ
て
重
要
で
す
。

治
療
し
な
い
と
ど
う
な
る
？

　

糖
尿
病
で
血
糖
値
の
高
い
状
態
が

長
く
続
く
と
、血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
が

血
管
や
神
経
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

細
い
血
管
が
傷
つ
い
て
起
こ
る
合

併
症
に
は
、神
経
の
合
併
症（
糖
尿
病

性
神
経
障
害
）、眼
の
合
併
症（
糖
尿
病

性
網
膜
症
）、腎
臓
の
合
併
症（
糖
尿
病

性
腎
症
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

太
い
血
管
が
詰
ま
っ
て
起
こ
る
合

併
症
に
は
、動
脈
硬
化
が
あ
り
、進
行

す
る
と
、心
臓
の
血
管
や
脳
の
血
管
が

詰
ま
り
、心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
な
ど
が

起
こ
り
ま
す
。
足
の
血
管
が
詰
ま
る

末
梢
動
脈
疾
患
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

糖
尿
病
性
腎
症
っ
て
な
に
？

　

糖
尿
病
に
よ
っ
て
起
こ
る
腎
臓
の

合
併
症
の
こ
と
で
す
。明
ら
か
な
腎
障

害
が
あ
る
場
合
や
腎
機
能
が
低
下
し

糖尿病性腎症の病気分類

　第1期・第2期は自覚症状はほとんどなく、尿の検査をしない
と判断ができません。第3期以降では、進行を遅らせることは
できても、良い状態に戻すことはできないため、第2期の段階
で糖尿病性腎症を見つける必要があります。
　早期発見のために健診を受けることが大切です。

病 期
尿たんぱく値（g/gCr）

または
アルブミン値
（mg/gCr）

腎機能・
GFR

（ml/分
/1.7㎡）

有効な治療法

第1期
（腎症前期） 正常（30未満） 30以上 血糖コントロール

第2期
（早期腎症期）

微量アルブミン尿
（30～299） 30以上 厳格な血糖コント

ロール、降圧治療

第3期
（顕正腎症期）

顕性アルブミン尿
（300以上） または

持続性タンパク尿
（0.5以上）

30以上
厳格な血糖コント
ロール、降圧治療、
タンパク質制限

第4期
（腎不全期） 問わない 30未満

降圧治療、低タンパ
ク食、透析療法導
入

第5期
（透析療法期） 透析療法中 透析療法、腎移植

11
月
は「
ね
ん
き
ん
月
間
」

一
日
年
金
出
張
相
談
所
を
開
設

一
日
年
金
出
張
相
談
所（
無
料
）

　

年
金
に
関
す
る
相
談
・
質
問
な
ど
、

気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

と
き・と
こ
ろ

❶
11
月
21
日
㈭

　

 

鶴
屋
百
貨
店（
地
下
2
階
パ
ー
キ
ン

グ
連
絡
通
路
）

❷
11
月
27
日
㈬

　
ゆ
め
タ
ウ
ン
は
ま
せ
ん 

本
館
2
階

❸
11
月
28
日
㈭

　
ゆ
め
タ
ウ
ン
光
の
森 

本
館
2
階

❶
❷
❸
午
前
10
時
～
午
後
3
時

問
い
合
わ
せ
先

❶
熊
本
西
年
金
事
務
所

　
☎
０
９
６（
３
５
３
）０
１
４
２

※
音
声
案
内　
1
番
の
後
に
2
番

❷
❸
熊
本
東
年
金
事
務
所

　
☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

※
音
声
案
内　
1
番
の
後
に
2
番

そ
の
他

▼
事
前
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼ 

個
人
の
記
録
に
関
す
る
相
談
は
、

「
年
金
手
帳
」な
ど
の
基
礎
年
金
番

号
が
分
か
る
も
の
と
免
許
証
な
ど

の
身
分
証
が
必
要
で
す
。

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」が
送
付
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
や

住
民
税
の
申
告
で
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
で
す
。
社
会
保
険
料

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、納
付
し

た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
代
わ

り
に
納
付
し
た
場
合
も
、支
払
っ
た

人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
家
族
宛
て
に
送
ら

れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
し
て
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

❶ 

10
月
中
旬
～
11
月
上
旬
に
送
付
さ

れ
る
対
象
者

　

1
月
1
日
～
9
月
30
日
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

人送
付
時
期

▼
電
子
送
付
：
10
月
中
～
下
旬

▼
郵
送
：
10
月
下
旬
～
11
月
上
旬

❷ 

令
和
７
年
1
月
下
旬
～
2
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
る
対
象
者

　

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入

し
た
な
ど
で
、令
和
6
年
10
月
1
日
～

12
月
31
日
㈫
ま
で
の
間
に
初
め
て
保

険
料
を
納
付
し
た
人（
❶
の
対
象
者
は

除
く
）

 

送
付
時
期　

▼
電
子
送
付
：
令
和
7
年
1
月
下
旬

▼
郵
送
：
令
和
7
年
2
月
上
旬

問
い
合
わ
せ
先

▼
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

▼ 

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
か
け

る
場
合

　

☎
03（
６
６
３
０
）２
５
２
５

熊本県は「腎不全の患者1人当たり医療費が高い」「慢性透析患者数が全国ワー
ストクラス」「新たに透析導入した患者の原因疾患は糖尿病性腎症が一番多い」
という特徴があります。糖尿病性腎症を知って腎不全（透析）を予防しましょう。

11月12日㈫
［午前の部］午前9時30分～11時30分
［午後の部］午後0時45分～3時

道の駅旭志 旭志村ふれあいセンター
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図 書 館 公 民 館図 書 館 公 民 館

中央図書館
七城図書館
旭志図書館
泗水図書館

中央公民館
七城公民館
旭志公民館
泗水公民館

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332
☎ 0968（25）2028

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332
☎ 0968（25）1115 キクロスホームページ

月曜日
※七城・旭志は㈰も休館

休 館 日 入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

七城短歌会
「里」短歌会／渓流短歌会

菊池短歌会

万句の里俳句会
旭志文芸教室俳句の会

井芹 ☎090（1342）2151
中尾 ☎0968（37）2578

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
安藤 ☎0968（25）4285

キクロスホームページ　https://www.city.kikuchi.lg.jp/kicross/
キクロスフェイスブック　https://www.facebook.com/KiCROSS.LL/

テーマ
「 わんわんワンLOVE」

青
弓
社

1

新
潮
社

2

ほ
る
ぷ
出
版

3

徳
間
書
店

4

岡
おか

田
だ

秀
ひで

之
ゆき

／著
２  いちからわかる円山応挙

　18世紀後半、京で多大な
人気を誇った画家、円山応
挙の生涯を紐解く一冊。表
紙のまるっとした子犬がな
んとも可愛らしいです。

ルイズ・ド・ラ・ラメー／作セアまり／文　平
ひら

澤
さわ

朋
とも

子
こ

／絵

青
あお

柳
やぎ

健
けん

二
じ

／著

4  フランダースの犬3   もうどう犬べぇべ

1  犬像をたずね歩く

　少年ネロは、置き去りにさ
れた犬パトラッシュと出会い
ます。ネロとパトラッシュの
深い友情の話。不朽の名作！

　困り顔のべぇべは盲導犬。
目が見えなくなったメグと
べぇべの心温まるお話です。

　全国の犬像を訪ね、人と
共に生きた犬たちの物語に
触れる本。永い時を経ても
確かにある絆に心が温まり
ます。

独立研究者 森田真生さん講　師

中学生～一般対　象
中央図書館 ステップところ

11月17日㈰
午後2時～4時（受付：午後1時30分～）

と　き

　独立研究者・森
もり

田
た

真
まさ

生
お

さんが自然界の不思議につい
て講演。新しい世界の扉が開く講演会です。

ライブ講演会「センス・オブ・ワンダー」

　詳しくは担当の公民館へお問い合わせください。

※ 詳細は中央公民館のホームページをご覧ください
※定員に達し次第、終了となります

公民館主催講座【後期】の受講生を
追加募集しています！

No.  講座名 担当

26
現役世代のための「保険の基礎知識」
～「分からない」から「なるほど！」に変える～

【全1回】
［初回］12月5日㈭ 午前10時～11時30分

中央
公民館

27
公民館サポーター養成講座パート3
～一緒につくる市民大学～ 【全6回】

［初回］12月19日㈭ 午前10時～正午

中央
公民館

34
女性のための「健康づくり応援」講座
～自分らしくイキイキと暮らすためには～

【キクロス教室・全２回】
［初回］1月15日㈬ 午後1時30分～3時

中央
公民館

33
女性のための「健康づくり応援」講座
～自分らしくイキイキと暮らすためには～

【泗水教室・全２回】
［初回］12月5日㈭ 午後1時30分～3時

泗水
公民館

「秋の健康まつり2024」を開催します！

無料参加費

無料（要申し込み）

原則不要（一部事前予約制）申し込み

　人生100年時代を健康的に楽しく生きるきっかけづ
くりを目的とし、「秋の健康まつり2024」を開催します。
　今回は、11月14日㈭の「世界糖尿病デー」にあわ
せて、菊池郡市医師会立病院とコラボ！ 糖尿病につい
て学ぶブースや無料の健康チェックコーナーなどを用
意しています。ぜひ気軽にご参加ください。

※ 事前予約ブースは先着順での受け付けです。定員に達し
次第、終了となります

11月10日㈰ 午前10時～午後2時と　き
中央公民館ところ

第
21
代
菊き
く

池ち

重し
げ

朝と
も

公
が
行
っ
た
と
さ
れ
る
「
菊
池
万
句
」に
ち
な
み
、市
教

育
委
員
会
が
県
内
や
姉
妹・
友
好
都
市
の
小
中
学
校
か
ら
俳
句
や
短
歌
を

毎
年
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
入
選
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

【
俳
句
の
部
】 

優
良
賞

万
句
の
ふ
る
さ
と
菊
池 

（
令
和
５
年
度
）

す
い
げ
ん
の
み
な
も
に
う
か
ぶ
か
え
で
か
な

寒
明
け
や
あ
た
り
に
響
く
牛
の
声

せ
わ
す
る
よ
お
い
し
く
な
あ
れ
ふ
ゆ
や
さ
い

あ
さ
お
き
て
ラ
ジ
オ
た
い
そ
う
せ
み
の
声

つ
か
ま
え
ろ
な
が
れ
る
そ
う
め
ん
お
に
ご
っ
こ

緒お

方が
た

瑚こ

都と
（
七
城
小
３
年
）

衞え

藤と
う　
楓か

え
で（

泗
水
小
１
年
）

た
し
ま
い
つ
き（
菊
之
池
小
１
年
）

山や
ま

内う
ち

清せ
い

十じ
ゅ
う

朗ろ
う（

花
房
小
５
年
）

井い
の

上う
え

心み

穏お
ん（

戸
崎
小
４
年
）

※
学
年
は
当
時

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
10
月
号
「「
里
」
短
歌
会 

10
月
詠
草
」に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し

く
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

誤 

草
払
い
整
え
ら
れ
し
栗
の
畑
足
踏
み
入
れ
ば
ひ
り
び
ろ
と
し
て　
岩
本
サ
ヨ
子

正 

草
払
い
整
え
ら
れ
し
栗
の
畑
足
踏
み
入
れ
ば
ひ
ろ
び
ろ
と
し
て　
岩
本
サ
ヨ
子

万
句
の
里
俳
句
会  

９
月
句
会

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会  

９
月
詠
草

七
城
短
歌
会  

９
月
詠
草

「
里
」
短
歌
会  

９
月
詠
草

渓
流
短
歌
会  

９
月
詠
草

菊
池
短
歌
会  

９
月
詠
草

空
中
で
止
ま
り
て
ギ
ョ
ロ
リ
と
ん
ぼ
の
眼

独
り
居
の
友
村
去
り
し
初
秋
か
な

秋
桜
群
れ
て
揺
れ
合
ひ
も
つ
れ
合
ひ

ふ
と
風
の
吹
き
て
は
揺
ら
す
萩
の
花

切
ら
れ
て
も
咲
き
継
ぐ
力
韮
の
花

黙も
く

禱と
う

に
日
本
つ
な
が
る
原
爆
忌

雲
海
を
間
近
に
望
む
大
観
峰

空
き
畑
話
弾
み
て
豆
を
蒔
く

風
抜
け
る
田
の
字
の
家
の
昼
寝
か
な

暑
中
見
舞
友
も
老
い
た
り
長
電
話

稗
田
達
恵

藤
本
け
い
子

水
上
玲
子

森　
容
子

芹
川
蓉
子

湯
村
ひ
ろ
し

宮
本
敏
子

宮
本
雅
子

加
藤
妙
子

川
口
二
子

気
に
掛
か
り
早
朝
目
覚
め
短う

歌た

づ
く
り
三
十
一
⽂
字
に
合
わ
せ
ゆ
く
な
り

悠
然
と
尺
余
の
野
鯉
藻
に
隠
る
明
日
も
会
い
た
し
人
に
見
ら
る
な

白
き
花
箱は

こ

根ね

空う
つ

木ぎ

は
う
つ
り
気
よ
そ
ぞ
ろ
変
わ
り
て
紅
に
染
む

弟
の
遺
志
を
引
き
継
ぎ
姪
か
ら
の
ブ
ド
ウ
沢
山
送
り
て
来
た
り

浚さ
ら

う
井
手
出
で
し
蟹
の
子
５
㎜
弱
生
き
る
尊
厳
学
ば
せ
く
れ
る

緒
方
寛
子

井
藤
和
俊

渡
辺
光
夫

緒
方
正
俊

佐
々
重
弘

ひ
と
り
き
り
ひ
と
り
小
道
を
ゆ
ら
り
ゆ
く
図
書
館
の
森
き
り
か
ぶ
の
椅
子

草
刈
り
の
音
の
去
り
た
る
道
の
辺
に
彼
岸
の
花
の　
紅
鮮
や
か
に

休
み
明
け［
お
魚
み
た
］と
三
歳
児
こ
れ
か
ら
始
ま
る
未
来
に
エ
ー
ル

焼
き
目
つ
き
吾
子
が
食
い
つ
く
初
さ
ん
ま
白
き
眼
玉
を
一
番
先
に

白
鷺
の
目
の
前
斜
め
に
飛
び
去
り
て
散
歩
の
老
犬
ピ
ョ
コ
ン
と
跳
ね
た

立
山
浩
美

松
竹
洋
子

緒
方
悦
子

坂
本　
佳

江
頭
桂
子

彩あ
や

雲ぐ
も

の
浮
き
た
る
今
日
は
良
き
日
だ
と
テ
ン
シ
ョ
ン
上
げ
て
短
歌
詠
み
た
り

流
れ
來
る
テ
ー
プ
を
聞
き
つ
涙
す
る
夫
と
わ
た
し
の
マ
イ
オ
ー
ル
ド
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
ホ
ー
ム

む
せ
返
る
夏
草
茂
る
狭
庭
に
は
夕
陽
沈
め
ば
虫
た
ち
の
歌

泣
く
蝉
に
促
さ
れ
て
か
夏
水
仙
日
ご
と
ニ
ョ
キ
ニ
ョ
キ
た
く
ま
し
さ
見
ゆ

く
ま
蝉
の
猛
暑
を
突
き
て
い
っ
せ
い
に
鳴
き
声
は
げ
し
命
の
限
り

中
川
愛
子

山
城
雅
子

堤
よ
し
み

原
川
初
江

田
中
遥
子

り
ん
だ
う
の
絵
燭
に
替
ふ
る
ゆ
く
夏
の
遺
影
の
視
野
に
端
居
す
る
か
な

稲
穂
を
ば
波
打
た
せ
つ
つ
風
渡
る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
下
の
土
手
ま
で

鮮
や
か
な
花
火
が
幻
の
如
く
咲
き
乱
れ
残ざ

ん
滓し

を
煌き

ら
め
か
せ
な
が
ら
消
え
る
一
瞬

遅
く
な
っ
て
ご
め
ん
と
言
い
て
彼
岸
花
色
づ
く
稲
の
傍そ

ば

に
立
ち
あ
が
る

青
柿
の
待
ち
き
れ
ず
落
つ
ま
た
一
つ
屋
根
に
虚
ろ
な
音
の
響
け
り

怒
留
湯
健
蓉

山
田　
博

中
川
愛
子

安
藤
則
子

小
堀
久
男

参加費
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【
問
い
合
わ
せ
先
】 

菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎
０
９
６
８（
36
）９
４
５
０

㈪
～
㈮ 

午
前
10
時
～
正
午
、午
後
１
時
～
４
時（
福
祉
課
）

�

【
問
い
合
わ
せ
先
】

人
権
啓
発・男
女
共
同
参
画
推
進
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

230

　
菊
池
氏
遺
跡
を
構
成
す
る
文
化
財

と
し
て
、初
代
則の

り

隆た
か

が
構
え
た
と
い

わ
れ
る
北
宮
館
跡
が
あ
り
ま
す
。
も

と
も
と
、菊
之
城
跡
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
が
、調
査
の
結
果
、城
で
は

な
く
館
と
考
え
ら
れ
、名
称
を
北
宮

館
跡
と
変
更
し
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
の
武
士
は
普
段
は
城
に

は
住
ま
ず
、館
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

当
時
の
館
を
描
い
た
絵
巻
物
で
は
、

周
り
に
堀
や
板
塀
が
め
ぐ
り
、建
物

も
板
葺
き
屋
根
の
平
屋
で
し
た
。
立

派
な
石
垣
や
天
守
閣
が
登
場
す
る
の

は
、ず
っ
と
後
の
こ
と
で
す
。

　
守
り
に
適
し
て
い
な
い
の
で
、敵

に
攻
め
ら
れ
た
と
き
に
は
、近
く
の

山
城
に
こ
も
っ
て
戦
い
ま
し
た
。
で

す
が
、館
も
攻
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
、14
世
紀
中
頃
の
南
北
朝
時
代
に

は
、北
宮
館
が
北
朝
方
の
合こ

う

志し

幸ゆ
き

隆た
か

に
占
拠
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
館
を
奪
わ
れ
て
は
一
大
事
。
館
を

守
る
武
士
た
ち
は
、盾
を
構
え
、門

の
上
か
ら
矢
を
射
か
け
て
、必
死
で

戦
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

菊
池
氏
遺
跡
に
ま
つ
わ
る
、ち
ょ
っ

と
お
も
し
ろ
い
話
を
紹
介
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

文
化
課 

☎
０
９
６
８（
41
）７
５
１
５

守
り
継
が
れ
る 

国
史
跡

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

文
化
課 

☎
０
９
６
８（
41
）７
５
１
５

遷宮祭（H23）

川辺熊野座神社神楽「芝」

川辺熊野座神社

　

旭
志
川
辺
に
あ
る
川
辺
熊
野
座

神
社
は
、
由
来
記
に
よ
る
と
、
桓か

ん

武む

天
皇
の
延え

ん

暦り
ゃ
く

年
間 

（
７
８
２
～

８
０
６
）に
創
建
さ
れ
た
神
社
で
、

旭
志
地
域
の
中
で
は
最
も
古
い
神

社
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

神
楽
は
、明
治
24
年（
１
８
９
１
）

２
月
、神
社
の
千
百
年
大
祭
に
あ
た

り
、神
楽
奉
納
の
儀
を
決
め
施
行
さ

れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
時
衰
退
し
た
時
期
も

あ
り
ま
し
た
が
、湯
舟
神
楽
保
存
会

の
協
力
の
下
、昭
和
61
年
の
年
季
祭

で
復
活
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

湯
舟
神
楽
と
同
様
に
合
志
神
楽

の
流
れ
を
く
み
、奉
剣
、次
剣
、芝
、

御
幣
、和
弓
、四
剣
、神
撰
歌
、地
鎮

の
８
つ
の
舞
が
あ
り
、太
鼓
２
人
、

笛
２
人
、舞
人
６
人
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

奉
納
は
毎
年
11
月
３
日
だ
け
で

す
が
、年
季
祭
と
し
て
25
年
ご
と
に

大
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
前
回
は

平
成
23（
２
０
１
１
）年
３
月
に
神

幸
行
列
が
華
や
か
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
神
輿
と
極
彩
色
の
矢
五
郎
像
２

体
が
担
が
れ
、そ
の
後
、数
頭
の
飾

り
馬
、馬
子
た
ち
の「
祝
い
歌
」、各

組
の
手
踊
り
た
ち
が
続
き
賑
わ
う

中
、途
中
２
カ
所
の
御
旅
所
で
神
楽

が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
11
月
３
日
㈰
㈷
に
、川
辺

熊
野
座
神
社
神
楽
保
存
会
の
皆
さ

ん
に
よ
っ
て
神
楽
が
奉
納
さ
れ
る

予
定
で
す
。

同
年
代
の
な
か
ま
た
ち
の
こ
と（
後
編
）

地
域
人
権
教
育
指
導
員　
宮み

や

崎ざ
き　
篤あ

つ
し

（
広
報
き
く
ち
10
月
号
か
ら
続
き
ま
す
）

も
っ
と
早
く
知
る
べ
き
だ
っ
た

　

両
親
の
こ
と
を
叔
母
に
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
叔
母
は「
あ

ん
た
の
お
母
さ
ん
の
病
気
は
い
じ

め
が
原
因
だ
っ
た
と
よ
」と
言
い
ま

し
た
。
思
い
当
た
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。

　

両
親
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、当
時
の
労
働
運
動

に
な
じ
め
ず
、会
社
が
主
導
す
る
第

２
労
働
組
合
に
入
っ
た
の
を
き
っ

か
け
に
、周
り
か
ら
孤
立
し
た
よ
う

で
す
。

　

当
時
、幼
稚
園
児
だ
っ
た
私
は
、

病
院
に
勤
め
る
母
と
一
緒
に
家
に

帰
る
の
が
日
課
で
し
た
。
母
は
い
つ

も
別
室
で
一
人
、暗
い
顔
で
注
射
器

の
煮
沸
を
し
て
い
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
母
は
心
に
変
調

を
き
た
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、周
り
の
人
た
ち
を
責
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
責
め
る
べ

き
は
働
く
人
た
ち
を
分
断
し
、互
い

に
い
が
み
合
わ
せ
よ
う
と
し
た
会

社
側
で
し
ょ
う
。
今
な
ら
そ
の
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
、そ
の

こ
と
を
も
っ
と
早
く
知
る
べ
き
で

し
た
。

粘
り
強
く
生
き
抜
い
て

　
同
じ
時
期
に
、水
俣
で
は
海
に
流

さ
れ
た
水
銀
を
肩
代
わ
り
し
て
生

ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
し
た
。

も
し
、工
場
が
私
の
家
の
近
く
に
作

ら
れ
て
い
た
ら
、苦
し
み
に
身
を
よ

じ
る
の
は
私
た
ち
の
方
で
し
た
。「
私

の
体
の
毒
を
み
ん
な
引
き
受
け
て

生
ま
れ
て
く
れ
た
。
こ
の
子
は
宝た

か
ら

子ご

で
す
」そ
う
言
っ
て
子
を
抱
き
し
め

る
母
親
は
私
の
母
だ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

信
頼
す
る
あ
る
友
は
今
、胎
児
性

水
俣
病
患
者
の
方
を
支
援
す
る
団

体
の
職
員
と
し
て
、彼
ら
と
寝
食
を

共
に
し
て
い
ま
す
。
彼
が
以
前
言
っ

て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。「
私

は
、皆
さ
ん
と
一
緒
に
粘
り
強
く
生

き
抜
い
て
、真
実
を
伝
え
続
け
て
い

く
」。

　
生
き
る
こ
と
は
伝
え
る
こ
と
、そ

う
い
う
日
々
を
生
き
る
彼
も
ま
た
、

部
落
問
題
に
学
び
、生
き
方
を
考
え

合
っ
た
な
か
ま
の
一
人
で
す
。

　
別
の
あ
る
友
は
、幼
い
こ
ろ
井
戸

水
を
く
む
の
が
日
課
で
し
た
。
そ
の

肩
に
一
家
の
水
が
託
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
ラ
ン
プ
の
掃
除
が
日
課
だ
っ

た
子
も
い
ま
す
。
私
た
ち
が
遊
ん
で

い
る
と
き
も
彼
ら
は
一
心
に
水
を

汲
み
ラ
ン
プ
を
磨
い
て
い
ま
し
た
。

　
水
、電
気
、道
路
…
、命
に
関
わ
る

整
備
を
行
政
は
彼
ら
の
住
む
地
域

だ
け
放
置
し
て
い
ま
し
た
。
友
の
細

い
肩
が
そ
の
重
労
働
か
ら
解
放
さ

れ
た
の
は
数
年
後
、国
が
そ
の
誤
り

を
認
め
、同
和
対
策
事
業
特
別
措
置

法
と
い
う
法
律
を
作
っ
て
か
ら
で

し
た
。

　
「
伝
え
る
べ
き
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
」。
来
年
70
歳
に
な
る
私
は
最

近
よ
く
そ
う
思
い
ま
す
。
そ
し
て
社

会
の
理
不
尽
を
共
に
乗
り
越
え
て

き
た
多
く
の
な
か
ま
た
ち
の
こ
と

を
考
え
ま
す
。
真
実
を
伝
え
続
け
ね

ば
。
そ
の
根
底
に
は
、人
間
へ
の
信

頼
と
尊
敬
に
よ
る
差
別
撤
廃
を
う

た
っ
た
水
平
社
宣
言
が
あ
り
ま
す
。

人
の
世
に
熱
あ
れ

人
間
に
光
あ
れ

「
お
試
し
購
入
」通
販
に
注
意
！

　
「
ス
マ
ホ
の
画
面
に
出
た『
お
試

し
９
８
０
円
』と
い
う
広
告
を
見
て

商
品
を
注
文
し
た
ら
、単
回
購
入
で

は
な
く
、４
回
購
入
が
条
件
の
定
期

購
入
だ
っ
た
」と
い
う
相
談
が
相
次

い
で
い
ま
す
。

　
「
初
回
購
入
か
ら
し
ば
ら
く
し
て

２
回
目
の
商
品
が
送
ら
れ
て
き
て
、

納
品
書
に
４
回
縛
り
の
定
期
購
入
と

書
い
て
あ
り
、あ
わ
て
て
解
約
を
申

し
出
る
と
、高
額
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料

を
請
求
さ
れ
た
」と
い
う
ト
ラ
ブ
ル

相
談
が
大
半
で
す
。
解
約
し
よ
う
と

業
者
に
電
話
し
て
も
繋
が
ら
な
い
と

い
う
ケ
ー
ス
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
広
告
に「
定
期
購
入
の
縛
り
な
し
」

と
書
か
れ
て
い
て
も
、「
次
回
発
送

の
10
日
前
ま
で
に
不
要
で
あ
る
と
連

絡
す
る
必
要
が
あ
る
」と
申
し
込
み

ボ
タ
ン
の
下
に
書
か
れ
て
い
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　
画
面
に
表
示
さ
れ
て
い
る
大
き
な

文
字
の
広
告
だ
け
に
惑
わ
さ
れ
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。
ネ
ッ
ト
通
販
の

場
合
は
、「
購
入
最
終
確
認
画
面
」に

条
件
な
ど
の
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ

て
お
り
、定
期
購
入
の
有
無
や
料
金

総
額
、送
付
期
日
、解
約
方
法
な
ど

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、全
て
よ

く
読
み
、確
認
し
て
か
ら
最
終
の
注

文
ボ
タ
ン
を
押
し
ま
し
ょ
う
。

　
購
入
最
終
確
認
画
面
は
ス
ク
リ
ー

ン
シ
ョ
ッ
ト
な
ど
、契
約
の
証
拠
画

像
と
し
て
残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

し
つ
こ
い
訪
問
買
取
業
者
へ
の
対
応

　

法
律
で
は
、訪
問
買
取
業
者
が
訪

問
す
る
た
め
に
は
、事
前
に
電
話
な

ど
で
来
宅
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、

突
然
訪
ね
て
来
た
業
者
に
は
、ル
ー

ル
違
反
で
あ
る
こ
と
、ま
た
警
察
に

通
報
す
る
旨
を
告
げ
、帰
っ
て
ほ
し

い
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
対
応
策
】

❶ 

突
然
訪
問
し
て
き
た
購
入
業
者
は

決
し
て
家
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
玄
関
は
施
錠
す
る
か
、

開
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

❷ 

購
入
業
者
か
ら
電
話
が
掛
か
っ
て

き
て
も
、安
易
に
訪
問
を
承
諾
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

❸ 

勧
誘
を
受
け
て
訪
問
を
承
諾
す
る

場
合
は
、一
人
で
対
応
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

vol.74 菊池デジタル推進コーディネーター

山
やま

脇
わき

はるかさん

協力隊
インスタグラム

■いきいき元気サポートラボ（５～９月）
　高齢支援課と共同で、菊池地区を対象とした「いきい
き元気サポートラボ」を中央公民館で開催しました。前
半は、認知症予防や転倒予防に関する講座、後半はス
マートフォンを使った人と人とのネットワーク作りを目的
とした講座を、集団形式という形で教えています。

　講座ではグループ
チャットやビデオ通話
の活用方法だけでは
なく、県や市の公式ア
プリケーションの使い
方も参加者へ説明す
ることができました。

■菊池市地域DXフェア2024に出展（９月２日）
　中央公民館で開催された市主催の DXフェアでは大
勢の人に来場いただきました。情報政策課もブースを
設け、カメラを使った翻訳体験やスマートホーム製品な
どを紹介。いつでもどこでもスマートフォンで確認する
ことができるネットワークカメラや、コンセントや照明の

スイッチをタイマーやリモコンで点
けたり消したりすることができる装
置などを体験してもらいました。
　参加者からは「いろんな種類の展
示があって、現実的な機械ばかりで
良かったです」「市民向けの展示や
提案もしてもらえるといいと思いま
す」といった声をいただきました。

知識を生かし、
市のデジタル推進に向けて活動中

【問い合わせ先】 情報政策課 ☎0968（25）7249
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❹ 
支
給
月
を
年
6
回
と
す
る
。
改
正
後
の

児
童
手
当
の
初
回
支
給
日
は
12
月
中

（
10
月
・
11
月
分
）
で
す
。

申
請
が
必
要
な
人

▼
所
得
上
限
限
度
額
を
超
え
る
所
得
に
よ

り
支
給
対
象
外
の
人
▼
高
校
生
年
代
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
▼
大
学
生
年
代
の

子
を
養
育
し
て
お
り
、
当
該
子
を
含
め
て

3
人
以
上
の
子
を
養
育
し
て
い
る
人

提
出
期
限　
令
和
7
年
3
月
31
日
㈪
（
消

印
有
効
）

※ 

申
請
が
必
要
な
人
へ
は
、
9
月
初
旬
か

ら
順
次
申
請
書
類
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。
提
出
が
な
い
と
、
支
給
で
き
な
い

期
間
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
期
限
ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

問
子
育
て
支
援
課

　
こ
ど
も
家
庭
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
４

問い合わせ先に各課の直
通番号を記載しています。
各支所の問い合わせはこ
ちらです。
・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

お
知
ら
せ

 

【問い合わせ先】
税務課固定資産税係　 　☎（25）7207
健康推進課国民健康保険係 ☎（25）7218

口座振替を利用している人は、１1
月25日㈪に振替を行いますので、
残高の確認をお願いします。

１1月の「税」の納期限
１2月2日㈪

国民健康保険税第5期
固定資産税第４期

費用の記載がないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所
〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

各種証明書発行オンライン申請
ホームぺージから住民票や所得証明など、
各種証明書発行の申請ができます

健
全
化
判
断
比
率・資
金
不
足
比
率

（
令
和
５
年
度
決
算
）を
公
表
し
ま
す

　
地
方
公
共
団
体
は
毎
年
度
決
算
に
基
づ

く
実
質
的
な
赤
字
の
他
、
公
社
や
第
三
セ

ク
タ
ー
な
ど
を
含
め
た
実
質
的
な
将
来
負

担
な
ど
に
よ
る
指
標
（
健
全
化
判
断
比
率

と
資
金
不
足
比
率
）
を
算
定
し
、
公
表
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か
が
一
定

基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
は
、
財
政
健
全

化
計
画
ま
た
は
財
政
再
生
計
画
を
策
定
し
、

財
政
の
健
全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
資
金
不
足
比
率
が
経
営
健
全
化
基

準
以
上
と
な
っ
た
場
合
は
、
経
営
健
全
化

計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
市
の
現
状　
健
全
化
判
断
比
率
、
資
金

不
足
比
率
は
、
早
期
健
全
化
基
準
、
経
営

健
全
化
基
準
と
比
較
す
る
と
健
全
な
状
態

で
す
が
、
今
後
も
一
層
堅
実
な
財
政
運
営

に
努
め
ま
す
。

（表１）健全化判断比率　　　　　　　　　 　 　　　　　　（単位：％）

指標名 Ｒ５年度 早期健全化
基準

財政再生
基準

参　考
Ｒ4年度 Ｒ3年度

❶実質赤字比率 ―
（△2.31） 12.７６ 20.00 ―

（△４.75）
―

（△4.41）
❷連結実質赤字
　比率

―
（△10.00） 17.7６ 30.00 ―

（△12.28）
―

（△9.77）
❸実質公債費比率 ９.1 25.0 35.0 9.2 10.4
❹将来負担比率 1.2 350.0 6.5 13.7

（表２）資金不足比率　　　　　　　  （単位：％）
特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準
水道事業会計 ― （△１22.1） 20.0

下水道事業会計 ― （△59.4） 20.0

※ 資金不足が生じていな
いため「－」で表示し、
参考に法適用企業会
計の資金剰余の比率を

「△」で示しています

※ 

健
全
化
判
断
比
率
は
表
１
、
各
指
標
名

の
説
明
は
次
の
と
お
り
で
す
。

❶ 

実
質
赤
字
比
率　
一
般
会
計
の
赤
字
の

程
度
を
指
標
化
し
、
財
政
運
営
の
深
刻

度
を
示
し
ま
す
。

❷ 

連
結
実
質
赤
字
比
率　
全
て
の
会
計
の

赤
字
や
黒
字
を
合
算
し
、
赤
字
の
程
度

を
指
標
化
し
、
運
営
の
深
刻
度
を
示
し

ま
す
。

❸ 

実
質
公
債
費
比
率　
借
金
の
返
済
額
な

ど
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
、
資
金
繰
り

の
危
険
度
を
示
し
ま
す
。

❹ 

将
来
負
担
比
率　
一
般
会
計
と
特
別
会

計
の
借
入
金
（
地
方
債
）
や
将
来
支
払

っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
負
担
な
ど

の
、
現
時
点
で
の
残
高
を
指
標
化
し
、

将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
が
高
い

か
ど
う
か
を
示
し
ま
す
。

※
資
金
不
足
比
率
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。

資
金
不
足
比
率　
公
営
企
業
の
資
金
不
足

を
収
入
の
規
模
と
比
較
し
て
指
標
化
し
、

経
営
状
況
の
深
刻
度
を
示
し
ま
す
。

問
財
政
課　
☎（
25
）７
２
０
２

新
規
農
業
就
業
奨
励
金

結
婚
祝
い
金
を
交
付
し
ま
す

❶
新
規
農
業
就
業
奨
励
金　
地
元
区
長
に

連
絡
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

奨
励
金
額　
30
万
円
（
う
ち
10
万
円
分
は

市
内
共
通
商
品
券
）

申
請
期
限　
12
月
20
日
㈮
必
着

条　
件　
次
の
全
て
の
項
目
を
満
た
す
こ

と
▼
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
▼

新
た
に
農
業
に
就
業
し
、
令
和
6
年
4
月

1
日
に
お
け
る
年
齢
が
満
45
歳
未
満
の
人

▼
農
業
生
産
を
主
と
し
、
農
作
業
従
事
日

数
が
年
間
２
５
０
日
以
上
か
つ
年
間
2
千

時
間
以
上
見
込
ま
れ
る
人
▼
過
去
に
新
規

農
業
就
業
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
人
▼
就
農
か
ら
5
年
を
経
過
し
て
い
な

い
人
▼
新
規
参
入
者
に
つ
い
て
は
、
就
農

後
2
年
を
経
過
し
、
定
着
可
能
な
人
▼
市

税
な
ど
の
未
納
が
な
い
こ
と
▼
本
市
農
業

の
担
い
手
と
し
て
率
先
努
力
し
、
営
農
確

立
に
努
め
る
人
▼
交
付
を
受
け
た
年
か
ら

起
算
し
て
5
年
間
は
毎
年
度
、
就
農
状
況

報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と

※ 

交
付
決
定
の
日
か
ら
5
年
以
内
に
農
業

を
辞
め
た
場
合
は
返
還
が
必
要
で
す

❷
結
婚
祝
い
金　
認
定
新
規
就
農
者
も
し

く
は
認
定
農
業
者
ま
た
は
、
認
定
農
業
者

の
親
族
の
農
業
に
従
事
し
、
農
業
で
生
計

を
立
て
て
い
る
人
が
結
婚
し
た
場
合
は
、

結
婚
祝
い
金
を
交
付
し
ま
す
。

結
婚
祝
い
金
額　
５
万
円
（
全
額
市
内
共

通
商
品
券
）

問
●申
農
政
課
農
政
係　
☎（
25
）７
２
２
１

　
各
支
所
市
民
生
活
課

「
み
つ
め
る
、み
と
め
る
」

熊
本
県
人
権
月
間

　
11
月
10
日
㈰
～
12
月
10
日
㈫
は
県
人
権

月
間
で
す
。
期
間
中
は
人
権
に
対
す
る
正

し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め
、
県
人

権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
は
じ
め
と
し
て
、

パ
ネ
ル
展
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
講
演
会
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
県
内
各
地
で
行
わ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
県
人
権
同
和
政
策
課　

　
☎
０
９
６

　
（
３
３
３
）２
２
９
９

ホームページ

秋
の
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

　
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
た
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
未

登
録
の
犬
の
飼
い
主
や
新
た
に
犬
（
生
後

91
日
以
上
）
を
飼
い
始
め
た
人
は
、
登
録

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
登
録
済
み

の
人
は
「
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程
等
の
ご

　
令
和
6
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
6
月

分
の
給
与
な
ど
か
ら
定
額
に
よ
る
所
得
税

の
特
別
控
除
（
定
額
減
税
）
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
給
与
支
払
者
を
対
象
と
し
た

年
末
調
整
に
お
け
る
定
額
減
税
事
務
に
つ

い
て
無
料
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
要
予
約
。

と　
き　

▼
11
月
14
日
㈭　
午
後
２
時
～
4
時

▼
11
月
15
日
㈮　
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　
菊
池
税
務
署

定　
員　
25
人

問
菊
池
税
務
署
法
人
課

　
☎（
25
）２
１
２
４

年
末
調
整
に
お
け
る
定
額
減
税

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

保
険
証
の
一
体
化

　
12
月
2
日
㈪
か
ら
保
険
証
の
新
規
発
行

を
終
了
し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
基
本
と
す

る
仕
組
み
に
移
行
し
ま
す
。
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
加
入
し
て
い
る
健

康
保
険
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

マ
イ
ナ
保
険
証
と
は　

　
保
険
証
利
用
登
録
を
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
こ
と
で
す
。
マ
イ
ナ
保
険
証

の
利
用
登
録
は
、
医
療
機
関
や
薬
局
に
備

え
付
け
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
や
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
な
ど
か
ら
で
き
ま
す
。

12
月
２
日
㈪
以
降
の
対
応

❶ 

マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
て
い
る
人

　
新
規
資
格
取
得
時
や
負
担
割
合
変
更
時

に
、
自
身
の
被
保
険
者
資
格
を
簡
易
に
把

握
で
き
る
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
を

交
付
し
ま
す
。

❷ 

マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
て
い
な
い
人

　
自
己
負
担
割
合
な
ど
の
被
保
険
者
資
格

の
情
報
が
記
載
さ
れ
た
「
資
格
確
認
書
」

を
交
付
し
ま
す
。
医
療
機
関
に
提
示
す
る

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
通
り
に
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
よ
り
、
取

り
扱
い
が
異
な
り
ま
す

問
保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
・
年
金
係

　
☎（
25
）7
２
１
８

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
高
額
な
海
産
物
を
一
方
的
に
送
り
付
け

ら
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

身
に
覚
え
の
な
い
会
社
か
ら
「
数
年
前
に

購
入
い
た
だ
い
た
海
産
物
を
今
年
も
お
送

り
し
ま
す
」と
電
話
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

き
っ
ぱ
り
断
り
、
商
品
が
届
い
て
も
受
け

取
り
拒
否
し
て
、
代
金
を
支
払
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
県
消
費
生
活
課

　
☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９

　
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎（
36
）９
４
５
０

案
内
」の
は
が
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ　
11
月
17
日
㈰

❶
午
前
９
時
～
9
時
20
分　
　
七
城
支
所

❷
午
前
９
時
40
分
～
10
時
10
分 

泗
水
支
所

❸
午
前
10
時
30
分
～
10
時
50
分 

旭
志
支
所

❹ 

午
前
11
時
10
分
～
11
時
40
分 

市
本
庁
舎

料　
金　
（
１
匹
当
た
り
）

▼
登
録
料　
３
千
円

▼
集
合
注
射
料　
３
３
０
０
円

※
注
射
済
票
５
０
０
円
含
む

そ
の
他　
動
物
病
院
な
ど
で
注
射
を
受
け

た
際
は
、
証
明
書
を
環
境
課
ま
た
は
各
支

所
市
民
生
活
課
ま
で
持
参
し
、
注
射
済
票

交
付
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課　
☎（
25
）７
２
１
７

　
各
支
所
市
民
生
活
課

　
県
保
健
所
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
や

梅
毒
検
査
な
ど
を
無
料
・
匿
名
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
い
う
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
て
起
こ
る
病
気
で
す
。
感
染
か

ら
発
病
ま
で
、
数
年
の
潜
伏
期
が
あ
り
、

感
染
し
て
い
て
も
早
期
に
発
見
し
治
療
を

進
め
る
こ
と
で
、
発
病
を
予
防
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問
菊
池
保
健
所

　
保
健
予
防
課

　
☎（
25
）４
１
３
８

12
月
１
日
㈰
は

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

ホームページ

　
児
童
手
当
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
児

童
手
当
制
度
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

❶
所
得
制
限
の
撤
廃

❷
支
給
期
間
を
高
校
生
年
代
ま
で
に
延
長

❸
多
子
加
算
に
つ
い
て
第
３
子
以
降
の
支

　
給
額
を
3
万
円
と
す
る

令
和
６
年
10
月
か
ら
児
童
手
当

制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

ホームページ
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費用の記載がないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

各種証明書発行オンライン申請
ホームぺージから住民票や所得証明など、
各種証明書発行の申請ができます

各支所の問い合わせ先
七城支所　☎（25）1000
旭志支所　☎（25）3330
泗水支所　☎（25）2001

菊池市の市外局番
0968
菊池市役所の住所
〒861-1392 菊池市隈府888番地

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

　
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
委
託
業
務
、
物
品
購
入
な
ど
の
入

札
に
参
加
希
望
す
る
事
業
者
の
入
札
参
加

資
格
申
請
の
定
期
受
け
付
け
を
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

受
付
期
限　
11
月
30
日
㈯

問
●申
財
政
課
契
約
検
査
係

　
☎（
25
）２
０
１
６

相
談

働
し
て
い
る
▼
母
が
出
産
予
定
ま
た
は
１

歳
未
満
の
下
の
子
ど
も
を
家
庭
保
育
し
て

い
る
▼
病
気
や
け
が
、
障
が
い
が
あ
る
▼

同
居
の
親
族
を
介
護
・
看
護
し
て
い
る
▼

求
職
活
動
を
行
っ
て
い
る
（
入
所
後
３
カ

月
以
内
の
就
労
が
条
件
）

保
育
料　
児
童
の
年
齢
と
家
庭
の
住
民
税

に
応
じ
て
算
定
し
ま
す
。

そ
の
他　
定
員
を
超
え
る
場
合
は
、
第
１

希
望
に
入
所
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

継
続
入
園
の
場
合　
現
在
在
籍
し
て
い
る

保
育
所
で
書
類
を
受
け
取
り
、
保
育
所
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
認
定
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
】

受
付
期
限　
11
月
29
日
㈮

　
願
書
受
け
付
け
後
、
入
園
内
定
を
受
け

た
人
に
園
を
通
じ
て「
支
給
認
定
申
請
書
」

を
送
付
し
ま
す
（
申
請
書
は
園
に
提
出
）。

保
育
料　
児
童
の
年
齢
と
家
庭
の
住
民
税

に
応
じ
て
算
定
し
ま
す
。

願
書
提
出
先　
入
園
し
た
い
園
（
菊
池
み

ゆ
き
こ
ど
も
園
・
双
羽
幼
稚
園
・
菊
池
幼

稚
園
・
泗
水
幼
稚
園
）
へ
直
接
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
受
付
開
始
時
期
は
園
ご
と

に
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
入
園
し
た
い

園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

継
続
入
園
の
場
合

　
現
在
在
籍
し
て
い
る
園
で
「
支
給
認
定

申
請
書
」
を
受
け
取
り
、
園
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
課　
☎（
25
）７
２
１
４

■対象施設一覧（順不同）
名　称 電話番号 経営

菊之池保育園 （25）3304 公立花房保育園 （25）3223
菊池第２さくら幼楽園 （25）2918

私立

菊池幼楽園 （25）3035
ルンビニ保育園 （25）3236
あすなろ保育園 （23）4006
菊池ひかり保育園 （25）3419
菊池さくら保育園 （24）3880
菊池乳児保育園 （24）3848
砦保育園 （25）2270
加茂川保育園 （25）3208
清泉保育園 （26）4070
北合志保育園 （37）2809
新明保育園 （37）3126
川辺保育園 （37）2438
泗水東保育園 （38）3350
富原保育園 （38）2252
吉富保育園 （38）3795
田島保育園 （38）2802
福本保育園 （38）4651
菊池みゆきこども園 （25）3602
双羽幼稚園 （24）0467
菊池幼稚園 （25）4458
泗水幼稚園 （41）8760

　
令
和
７
年
4
月
1
日
㈫
か
ら
保
育
所
・

認
定
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
へ
新
規
に
入
所

を
希
望
す
る
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

【
保
育
所
】

受
付
期
限　
11
月
29
日
㈮

必
要
書
類　
▼
入
所
申
込
書
（
支
給
認
定

申
請
書
）
▼
父
母
・
同
居
の
祖
父
母
の
就

労
証
明
書
な
ど
（
60
歳
以
上
の
人
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
）
▼
保
育
所
入
所
に
関
す
る

確
認
票
（
同
意
書
）

提
出
先　
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所

市
民
生
活
課

入
所
基
準　
▼
１
カ
月
に
64
時
間
以
上
労

入
園
児
を
募
集
し
ま
す

　
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
や
職
場

の
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
相
談
に
人
権
擁
護
委

員
と
法
務
局
の
職
員
が
当
た
り
ま
す
。

実
施
期
間
・
受
付
時
間

▼
11
月
13
日
㈬
～
19
日
㈫

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時

※
㈯
㈰
は
午
前
10
時
～
午
後
5
時

実
施
方
法　
電
話
相
談

　
☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

　
熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、
開
庁
日
に
同

じ
電
話
番
号
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

問
人
権
啓
発
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎（
25
）７
２
０
９

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」強
化
週
間

職
業
訓
練
コ
ー
ス
の
ご
案
内

　
職
業
訓
練
は
早
期
就
職
を
実
現
す
る
た

め
に
国
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。
受
講
料

は
無
料
で
す
が
、教
科
書
代
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
熊
本
（
合

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

　
性
別
に
よ
る
不
当
な
差
別
や
嫌
が
ら
せ

な
ど
の
悩
み
に
対
す
る
相
談
（
今
月
は
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
）
を
受
け
ま
す
。
要
予
約
。

と　
き　
11
月
20
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

ま
た
は
専
用
フ
ォ
ー
ム

問
●申
人
権
啓
発
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎（
25
）７
２
１
０

　
Ⓜdanjo@

city.

　
　

kikuchi.lg.jp

専用フォーム

　
朝
ス
ッ
キ
リ
と
起
き
て
心
も
体
も
元
気

に
過
ご
す
睡
眠
の
コ
ツ
を
紹
介
し
ま
す
。

対　
象　
市
内
在
住
の
人

と　
き　
12
月
７
日
㈯　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

定　
員　
20
人
（
先
着
順
）

※
国
民
保
険
加
入
者
を
優
先
し
ま
す

申
込
方
法　
▼
市
本
庁
舎
、
各
支
所
ま
た

は
菊
池
養
生
園
に
設
置
の
申
込
用
紙
に
記

入
▼
専
用
フ
ォ
ー
ム

問
●申
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

　
☎（
41
）８
９
９
５

「
ぐ
っ
す
り
睡
眠
の
話
」

参
加
者
募
集

専用フォーム

ジ
ョ
ギ
ン
グ
＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

　
元
実
業
団
ラ
ン
ナ
ー
と
健
康
運
動
指
導

士
が
、身
体
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

正
し
い
フ
ォ
ー
ム
や
個
人
に
合
っ
た
ペ
ー

ス
で
安
全
か
つ
効
果
的
に
取
り
組
む
方
法

を
実
践
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

対　
象　
市
内
在
住
の
人

と　
き　
11
月
23
日
㈯
㈷　

　
　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
七
城
リ
バ
ー
サ
イ
ド
多
目
的
ホ

ー
ル
お
よ
び
そ
の
周
辺

定　
員　
30
人
（
先
着
順
）

※
国
民
保
険
加
入
者
を
優
先
し
ま
す

申
込
方
法　
▼
市
本
庁
舎
、
各
支
所
ま
た

専用フォーム

募
集

ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、
専

用
の
器
具
（
ポ
ー
ル
）
を
使
う
こ
と
で
下

半
身
だ
け
で
な
く
上
半
身
も
動
か
す
こ
と

が
で
き
、
通
常
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
よ
り
も

運
動
効
果
が
高
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

対　
象　
市
内
在
住
の
人

と　
き　
11
月
20
日
㈬・
27
日
㈬

※
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
３
時

と
こ
ろ　
市
総
合
体
育
館
周
辺

※ 

雨
天
時
は
体
育
館
内
で
の
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
や
下
半
身
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ス
ト

レ
ッ
チ
な
ど
を
行
う
予
定
で
す

定　
員　
20
人
（
先
着
順
）

※
国
民
保
険
加
入
者
を
優
先
し
ま
す

申
込
方
法　
▼
市
本
庁
舎
、
各
支
所
ま
た

は
菊
池
養
生
園
に
設
置
の
申
込
用
紙
に
記

入
▼
専
用
フ
ォ
ー
ム

問
●申
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

　
☎（
41
）８
９
９
５

専用フォーム

令
和
７・８
年
度
入
札
参
加

資
格
申
請
の
定
期
受
け
付
け

ホームページ

　
県
が
管
理
す
る
道
路
の
清
掃
や
除
草
、

植
栽
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

い
る
個
人
や
団
体
を
支
援
し
ま
す
。
ゴ
ミ

袋
や
軍
手
な
ど
の
支
給
、
清
掃
用
具
の
貸

し
出
し
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
県
道
路
保
全
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
９
５

ロ
ー
ド・ク
リ
ー
ン・ボ
ラ
ン
ティ
ア

協
定
団
体
を
募
集
し
ま
す

市
道
の
危
険
箇
所
を

発
見
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
市
道
上
に
で
き
た
陥
没
や
側
溝
の
ふ
た

の
破
損
で
、
自
動
車
な
ど
の
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

市
道
上
に
陥
没
や
危
険
箇
所
な
ど
を
発
見

し
た
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
陥
没
や
危
険
箇
所
な
ど
は
、
現
場
を
確

認
し
応
急
処
置
や
補
修
を
行
い
ま
す
。

問
土
木
課
管
理
係　
☎（
25
）７
２
４
１

市道の陥没

市道の破損

知
っ
て
い
ま
す
か
？

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク・ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

　
外
見
か
ら
分
か
ら
な
く
て
も
、
障
が
い

や
病
気
な
ど
で
、
援
助
や
配
慮
を
必
要
と

し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
の
も
の

で
す
。
こ
の
マ
ー
ク

を
見
た
ら
、
思
い
や

り
の
あ
る
行
動
と
、

あ
な
た
に
で
き
る
配

慮
や
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
福
祉
課

　
障
が
い
福
祉
係

　
☎（
25
）７
２
１
３

㊤ヘルプカード
㊨ヘルプマーク

バ
ス・電
鉄
電
車
を
利
用
す
る

皆
さ
ん
へ

　
11
月
中
旬
を
も
っ
て
全
国
交
通
系
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
が
利
用
不
可
と
な
り
ま
す
（
く
ま

モ
ン
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
は
引
き
続
き
利
用
可

能
）。
来
春
か
ら
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

な
ど
に
よ
る
タ
ッ
チ
決
済
が
導
入
予
定
で

す
。
そ
れ
に
伴
い
「
公
共
交
通
利
用
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
30
日
㈯

と
こ
ろ　
花
畑
広
場
（
熊
本
市
中
央
区
花

畑
町
７
‐
７
）

内　
容　
タ
ッ
チ
決
済
の
体
験
な
ど

問 

共
同
経
営
推
進
室（
熊
本
都
市
バ
ス
㈱

内
）　
☎
０
９
６（
３
１
２
）０
５
８
８

は
菊
池
養
生
園
に
設
置
の
申
込
用
紙
に
記

入
▼
専
用
フ
ォ
ー
ム

問
●申
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

　
☎（
41
）８
９
９
５

志
市
須
屋
２
５
０
５
‐
３
）　

訓
練
科
目　
溶
接
加
工
科
・
電
気
設
備
サ

ー
ビ
ス
科・
生
産
ラ
イ
ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

科・住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科・ビ
ル
設
備
サ
ー

ビ
ス
科

募
集
期
間　
～
11
月
28
日
㈭

実
施
期
間　
令
和
7
年
１
月
７
日
㈫
～

　
　
　
　
　
６
月
26
日
㈭

問
●申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池　
訓
練
担
当

　
☎（
24
）８
６
２
５
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各支所の問い合わせ先
七城支所 ☎ (25)1000
旭志支所 ☎ (25)3330
泗水支所 ☎ (25)2001

記号の説明
問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所
〒861-1392 菊池市隈府888番地

費用の記載がないものは基本的に無料です。 菊池市ホームページ　http://www.city.kikuchi.lg.jp/

■ 「
み
え
な
い
手
ざ
わ
り
展
」

　
国
東
半
島
と
菊
池
を
移
動
し
な
が
ら
生

ま
れ
た
刺
繍
と
版
画
の
作
品
を
約
20
点
展

示
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
30
日
㈯
～
12
月
８
日
㈰

■ 

ま
ち
か
ど
資
料
館
企
画
展

 

「
菊
池
市
所
蔵
絵
画
展
～
吉よ

し

野の

正ま
さ

明あ
き

の

世
界
～
」

　
市
に
は
寄
贈
さ
れ
た
吉
野
正
明
氏
の
絵

画
が
あ
り
、
令
和
３
・
４
年
度
に
絵
画
の

修
復
を
行
い
ま
し
た
。
修
復
さ
れ
た
絵
画

４
点
を
中
心
に
、
吉
野
正
明
氏
の
世
界
に

触
れ
る
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

と　
き　
11
月
30
日
㈯
～
令
和
７
年
3
月

23
日
㈰

と
こ
ろ　
わ
い
ふ
一
番
館

問
⽂
化
課　
☎（
41
）７
５
１
５

わ
い
ふ
一
番
館

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

遊
ぼ
う
・
学
ぼ
う

児
童
セ
ン
タ
ー

■
11
月
の
内
容　

▼ 

２
日
㈯　
親
子
体
操
（
要
予
約
）

▼ 

７
日
㈭
・
21
日
㈭　
す
く
す
く
タ
イ
ム

（
お
は
な
し
会
や
製
作
な
ど
）

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～

▼ 

季
節
の
製
作
と
手
形
・
足
形
ア
ー
ト
は

随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

対　
象　
市
内
在
住
未
就
学
児
と
保
護
者

と
こ
ろ　
市
児
童
セ
ン
タ
ー

問
●申
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎（
24
）３
４
７
２

イ
ベ
ン
ト

菊
池
市
女
性
の
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

「
よ
す
が（
縁
）の
つ
ど
い
」

　
ゲ
ス
ト
は
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ａ
さ
ん
。
お
楽
し
み
抽
選
会
も

あ
り
ま
す
。

と　
き　
11
月
16
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　
七
城
公
民
館

問
菊
池
市
女
性
の
会　
中な

か

原は
ら

　
☎
０
８
０（
１
７
１
９
）１
５
４
３

講
演
・
講
習

シ
ニ
ア
の
た
め
の

整
理
収
納
セ
ミ
ナ
ー

　
シ
ニ
ア
の
た
め
の
安
全
安
心
な
生
活
環

境
作
り
や
介
護
、
家
事
な
ど
に
役
立
つ
片

付
け
の
正
し
い
手
順
と
整
理
収
納
の
基
本

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
を
理
解
す
る
き
っ
か
け
と
し
て

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
要
予
約
。

と　
き　
11
月
19
日
㈫ 
午
後
2
時
～

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
２
階
２
０
４
会
議
室

 

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

　
忙
し
い
毎
日
の
息
抜
き
の
時
間
と
し
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
要
予
約
。

と　
き　
11
月
27
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

も
の
忘
れ
相
談
会

　

家
族
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

要
予
約
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
26
日
㈫

　
　
　
　
午
後
２
時
～
3
時
30
分

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
高
齢
支
援
課

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

事
業
承
継
個
別
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

　
市
内
で
事
業
を
し
て
い
る
人
を
対
象
に
、

創
業
相
談
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
事
業
承
継
の

相
談
を
受
け
ま
す
。
要
予
約
。
先
着
順
。

と　
き　

 

11
月
27
日
㈬
・
12
月
25
日
㈬　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
小
研
修
室
２

相
談
員　
椎し

い

名な

岳た
け

雄お

特
任
経
営
指
導
員

問
●申
市
商
工
会　

　
☎（
25
）１
１
３
１　

専用フォーム

予
約
制
に
よ
る
納
付
相
談

夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　
昼
間
に
市
税
な
ど
の
納
付
に
つ
い
て
相

談
で
き
な
い
人
の
た
め
の
夜
間
窓
口
で
す
。

と　
き　
11
月
25
日
㈪
～
29
日
㈮

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
あ
っ
た
場
合
開
設

予
約
方
法　
専
用
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
電
話

そ
の
他　
市
税
や
保
険
料
の
納
付
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
●申
債
権
管
理
課
徴
収
・

　
相
談
係

　
☎（
25
）７
２
０
８

専用フォーム

　里山で奏でる極上のメロディーを一緒に聴きませんか。
と　き　11月８日㈮
　　　　［開場］午後５時～ ［開演］午後５時30分～
ところ　農家民泊つばき庵（重味３５０３-１）
料　金　前売り　2,000円
　　　　当日　　2,500円
　　　　交流会　1,500円
問●申つばき庵（高

たか

木
き

）　☎080（5203）6561

JAZZピアニスト 島
しま

田
だ

克
かつ

也
や

さん
コンサート

　MCに北
きた

島
じま

茂
しげる

さんと中
なか

村
むら

絵
え

奈
な

さんを迎え、チャーリー
永
なが

谷
たに

&キャノンボールによるステージイベントや、ひだま
りマルシェ、任天堂 Switch などが当たる抽選会を行い
ます。「サニーサイドの画家たち展 Vol.4」も同時開催！ 
ご来場お待ちしています。
と　き　11月16日㈯ 
　　　　午前10時～午後１時15分
ところ　サニーサイド 芝生広場
　　　　（泗水町南田島1791-1）
問サニーサイド　☎0968（38）4448

サニーサイド秋まつり2024

　菊池れとろ館で、熊本市のライブハウスで活躍する野
の

村
むら

綾
あや

カルテットfeat 園
その

田
だ

雄
ゆう

也
や

を迎えて、ジャズライブを
開催します。
と　き　11月23日㈯㈷
　　　　［開場］午後１時30分～　［開演］午後２時～     
ところ　菊池れとろ館（駐車場は15台程度）
料　金　2,500円（ドリンク付き）
問●申堀

ほり

田
た

　☎080（5260）6120
※ 必ず事前に申し込みをお願いします。定員になり次第、

締め切らせていただきます

アフタヌーン ジャズ
野村綾カルテット feat 園田雄也

　雪野で採れた新鮮な野菜が並びます。恒例の農作物
の競り市やステージイベントの他、多数のお店が出店し
ます。ぜひ、お越しください。

と　き　12月1日㈰ 午前９時～午後２時
　　　　※競り市は午前11時30分～
ところ　雪野公民館
問有

う

働
どう

　☎090（7168）3256

雪野収穫祭

　能楽のいろはが分かる全５回の講座です。古典芸能の
世界に触れてみませんか。
と　き　11月2日㈯・９日㈯・16日㈯・23日㈯㈷・30日㈯
　　　　いずれも午後２時～
ところ　わいふ一番館 ２階　　講　師　内

つち

田
だ

秋
あき

則
のり

さん
参加費　無料　　　　　　　　定　員　10人程度
申込方法　 事前に下記までお申し込みいただくか、当日

会場でも受け付け可能です。
問●申内

うち

田
だ

　☎0968（25）0267　※㈯㈰㈷を除く

能楽入門講座

市民の広場
※ 市民の広場は市民が投稿するコーナーです。

行政情報ではありません。不明な点は各問
い合わせ先へご連絡ください

※ 投稿を希望する人は、市ホームページの申し
込みフォームから申し込み、または申込書を
市長公室広報交流係へ提出してください

　【申込期間】掲載希望月の前月の1日～10日

　季節の寄せ植え、アーティシャル花雑貨など、不定期
でお花を楽しむ講座を行ってます。公式 LINEに登録い
ただくと随時お知らせします。お気に入りの講座だけの
参加も可能です！ 気軽にお問い合わせください。（要予約）

と　き　次回11月15日㈮・16日㈯
ところ　ガーデンサロンfleurbranch
参加費　講座内容により、都度ご案内します
問●申ヒエダ
Ⓜmi1029hipriza@gmail.com

お花を楽しむ講座

掲載申し込み
フォームは
こちらから

インスタグラム

　一緒にさわやかな汗を流しませんか。初心者の人も大
歓迎です。ご応募お待ちしています。
と　き　11月24日㈰ 午前9時～
ところ　阿蘇一心行公園パークゴルフ場
対　象　市内在住、または市内在勤の人
参加費　１人１，０００円　　申込期限　11月17日㈰
問●申菊池パークゴルフ協会事務局（山

やま

田
だ

）
☎０９０（３０６４）３９９１  Ⓕ０９６８（３３）４０７６

第16回菊池市民パークゴルフ大会
参加者募集

　地域の方々や各関係者の皆さまへ日頃の感謝を込め
て、今年度も交流会を開催いたします。ステージアトラ
クションや毎年恒例の豪華抽選会の他、多くのフードメ
ニューなど楽しいイベントが盛りだくさんです。多数の
ご来場をお待ちしております。
と　き　11月23日㈯㈷ 午前10時30分～午後2時
ところ　市社会福祉協議会 七城支所駐車場
　　　　（七城町流川394番地1）
問居屋敷の里 交流会事務局（武

たけ

田
だ

・吉
よし

冨
とみ

）
☎0968（24）5210

居屋敷の里 交流会

松ま
つ

本も
と

俊と
し

明あ
き

ピ
ア
ノ
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

と　
き　
12
月
21
日
㈯

　
　
　
　
開
場　
午
後
１
時
～

　
　
　
　
開
演　
午
後
2
時
～

と
こ
ろ　
市
泗
水
ホ
ー
ル

入
場
料　
前
売
り
3
千
円
（
全
席
自
由
）

入
場
券
発
売
場
所　
市
⽂
化
会
館
他
市
内

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

問
●申
市
⽂
化
会
館　
☎（
24
）１
１
０
１

と
こ
ろ　
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
ミ
ニ
講
和
、
座
談
会
な
ど

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
12
月
６
日
㈮

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
泗
水
公
民
館
大
研
修
室

対　
象　
60
歳
以
上
の
人

定　
員　
30
人
（
先
着
順
）

問
●申（
公
社
）県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
連
合
会

　
☎
０
９
６（
３
１
２
）３
３
１
０
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市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎0968（25）7231

vol.123

市内３高校の魅力を伝えます！
今月は３校それぞれの取り組
みや活動など、２学期の生徒
の様子を紹介します。

　
２
学
期
は
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

 

現
場
実
習
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

９
月
・
10
月
は
２
年
生
が
現
場
実
習
や
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
場
実
習
で
は
県
内
の
農
家
に
４
泊
５

日
で
実
習
を
行
い
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

は
企
業
や
事
業
所
な
ど
で
５
日
間
の
研
修

を
行
い
ま
し
た
。
学
校
で
は
学
ぶ
こ
と
が
で

き
な
い
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

 
全
国
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
岩
手
大
会

　

10
月
下
旬
に
は
全
国
農
業
ク
ラ
ブ
全
国

大
会
岩
手
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

校
か
ら
は
県
代
表
と
し
て
６
人
の
生
徒
が

出
場
し
ま
し
た
。

 

菊
農
フ
ェ
ス
タ
ス
テ
ー
ジ
発
表

　

11
月
16
日
㈯
は
菊
農
フ
ェ
ス
タ
ス
テ
ー
ジ

発
表
を
実
施
し
ま
す
。
各
ク
ラ
ス
の
発
表

や
生
活
文
化
科
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が

行
わ
れ
ま
す
。

農
場
開
放
祭

　

11
月
17
日
㈰
は
毎
年
大
盛
況
の
農
場
開

放
祭
で
す
。
今
年
も
生
徒
た
ち
が
心
を
込

め
て
作
り
育
て
た
農
産
物
や
製
品
を
販
売

し
ま
す
。
ぜ
ひ
来
場
く
だ
さ
い
。

社会人・職業人の基盤となる社会性と自己指導能力を育成する
【問い合わせ先】 ☎0968（38）2621

 

寺て
ら

田だ

智と
も

香か

さ
ん（
1
年
）が

　

世
界
選
手
権
に
出
場

　

２
０
２
８
年
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
ロ
ー
イ

ン
グ
の
新
種
目「
ビ
ー
チ
ス
プ
リ
ン
ト
」の

ジ
ュ
ニ
ア
日
本
代
表
に
寺
田
さ
ん
が
選
ば
れ
、

９
月
13
日
～
16
日
に
か
け
て
イ
タ
リ
ア
で

行
わ
れ
た
世
界
選
手
権
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
「
初
め
て
の
世
界
大
会
で
と
て
も
緊
張
し

ま
し
た
。
大
会
当
日
は
、公
式
練
習
が
で
き

ず
、不
安
な
中
レ
ー
ス
に
挑
み
ま
し
た
。
し

か
し
、レ
ー
ス
が
始
ま
り
漕
ぎ
出
す
と
、
初

め
て
経
験
す
る
波
や
憧
れ
の
選
手
と
同
じ

コ
ー
ス
で
競
技
で
き
て
い
る
こ
と
が
と
て
も

楽
し
く
、
思
い
切
っ
て
レ
ー
ス
に
臨
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
悔
い
が
残
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
が
、諦
め
ず
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
」と
世
界
大
会
に

出
場
し
た
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

　

続
け
て「
私
に
は
、こ
れ
か
ら
ロ
ー
イ
ン
グ

（
ボ
ー
ト
）を
続
け
る
上
で
、
乗
り
越
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
こ
の
大
会
で
感
じ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、

何
に
で
も
挑
戦
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
競
技
に
励
ん
で
い
き
た
い
で
す
」

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

努力の汗を流し、夢を実現する菊池高校
【問い合わせ先】 ☎0968（25）3175

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で
認
知
症
予
防

　

9
月
19
日
に
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ

た
高
齢
者
さ
わ
や
か
大
学
に
参
加
し
た
皆

さ
ん
と
一
緒
に
、ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と
ハ
ー
バ

リ
ウ
ム
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

健
康
維
持
や
認
知
機
能
の
向
上
が
期
待

で
き
る
本
講
座
は
、
高
齢
者
施
設
と
学
校

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
い
だ
事
前
学
習
を

㈱
ハ
ッ
ピ
ー
ブ
レ
イ
ン（
合
志
市
）に
行
っ

て
も
ら
い
、当
日
は
、家
庭
科
と
生
徒
会
の

生
徒
が
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
触
れ
合
い
な

が
ら
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

菊
池
の
健
康
寿

命
を
伸
ば
す
た
め
、

今
後
も
菊
池
女
子

高
校
は
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
を
地
域
に
発
信

し
て
い
き
ま
す
。

白
龍
音
頭
を
披
露
し
ま
す

　

本
校
か
ら
生
ま
れ
た
き
く
ち
の
踊
り
が

増
え
ま
し
た
。
市
観
光
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

「
菊
池
の
里
」
に
合
わ
せ
て
踊
る「
き
く
ち

女
子
舞
」
に
加
え
、
こ
の
夏
、
市
出
身
の
矢や

賀か

部べ

竜た
つ

成な
り

さ
ん
作
詞
作
曲
の「
白
龍
音
頭
」

に
本
校
が
振
り
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
学
期
は
白
龍
音
頭
を
各
地
で
披
露
し

て
い
き
ま
す
。
10
月
12
日
の
菊
池
白
龍
ま

つ
り
で
は
、
ス
テ
ー
ジ
で
台
湾
の
台
南
市

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
踊
り
ま
し
た
。

菊
女
フ
ェ
ス
タ（
バ
ザ
ー
部
門
）

　

11
月
16
㈯
午
前
11
時
か
ら
菊
女
フ
ェ
ス
タ

（
バ
ザ
ー
部
門
）を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
び
、菊

女
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

We can make our own future ー未来は自分でつくるー
【問い合わせ先】 ☎0968（25）3032

昨年の菊農フェスタ

昨年の現場実習

イタリアのジュノアで開催されました

日本代表メンバーと関係者の皆さん
（寺田さんは㊧から２番目）

　３年生を対象に、県文化課による「熊本地震で被災
した文化財の歴史等」に関する出前授業が行われま
した。阿蘇神社や“ふるさと旭志”の文化財（姫井橋
や神楽など）について学習。児童たちは「湯舟神楽
の後継者になりたい」「文化財を大切にして、私たち
が守っていかなければならない」と感想を述べました。

9月20日
化財について楽しく学んだよ！文

旭志小学校

出前授業をとおして児童たちは、身近な文化財を知ることができ、
ふるさと旭志の素晴らしさに気づくことができました

　６月から６年生の延寿太鼓の練習が始まりまし
た。「菊之池らしさを大切にし、子どもたちを元気に
したい！」という地域の願いから始まった延寿太鼓。
１１月１６日㈯の「菊之池小学校創立１５０周年記念式
典」で、今年度初めて披露します。本校伝統の延寿
太鼓の音は、地域を一つにする力を持っています。

９月27日
寿太鼓で子どもや地域を元気に！延

菊之池小学校

合
ごう

志
し

和
かず

洋
ひろ

さん（写真㊧・立町）指導の下、真剣な表情で心を一つに
して練習に取り組んでいる６年生。初演奏が楽しみです

　フランシスコ・ボッシュ、ラピール・テリ夫妻が６年
生と絵画を共同制作しました。児童たちは事前に、
人の手で太陽を支え、周りにカラフルなシャボン玉
をちりばめた絵をキャンバスに描きました。夫妻が
その中央に２匹の猫を描いて完成。プロの技に、児
童たちは目をキラキラさせながら見入っていました。

９月19日
ペインから来日。画家夫妻と交流ス

泗水小学校

本企画は子ども食堂を運営する茶
ちゃ

木
き

谷
たに

与
とも

和
かず

さん（富の原北）の紹介
で実現。質問タイムもあり、６年生にとって貴重な経験となりました

菊池南中学校
く喜びや難しさ、そして責任を体感働９月１２日・１３日

㊧図書館で絵本の読み聞かせ ㊨野菜の出荷作業。一つ一つ丁寧
に入れました。事業所の皆さんに心より感謝申し上げます

　２年生が職場体験学習を行いました。初日は緊張
気味でしたが、次第に挑戦する姿が見られ、地域の
皆さんからの励ましの声も力になりました。生徒た
ちは「大変な仕事もあったけど、とても充実した２日
間でした」「小さな工夫があることに驚きました」など、
経験して学んだことを楽しそうに話していました。

菊池北中学校
まざま体験を通して学びを深めるさ７月４日・５日

㊧畜産農家でウシに餌やり ㊨車椅子に実際に乗ってみると、少し
の段差や上り坂でもスムーズに進めないことを実感しました

　２年生が市内のさまざまな事業所の協力の下、職
場体験学習を行いました。実際に働く体験を通して、
仕事の大変さだけでなく、働く人々の思いや生き方
に触れ、自らの進路を考える貴重な機会となりまし
た。３年生は福祉体験学習で、講話や車いす体験な
ど、福祉についてより深く学ぶことができました。
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※ホームページにもトピックスを掲載しています。ぜひご覧ください。
　市ホームページ　https://www.city.kikuchi.lg.jp/

※��イベント当日は、市広報や市ホームページ、各種媒体などへの掲載のほか、市のPRのために撮
影や取材を行うことがあります。撮影、取材へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。

同会会長　内
うち

野
の

元
もと

生
お

さん（桜山四）

　菊池地域少年警察ボランティア連絡協議会が、九州少年
警察ボランティア連絡協議会長と九州管区警察局長から表
彰されました。少年の非行防止活動を積極的に推進し、少
年の健全育成に貢献したことを評価されたものです。

少年の健全育成に貢献
6月7日 菊池地域少年警察ボランティア連絡協議会

日頃の感謝の気持ちを伝え花束を渡す、髙
たか

宗
むね

弘
ひろ

幸
ゆき

さん・ひとみさん
夫婦（妻越）

　泗水ホールで結婚50年の節目を祝う金婚夫婦表彰式が
開催され、今回、市では102組の夫婦が金婚を迎えました。
市と熊本日日新聞社から表彰状と記念品が贈られ、会場は
温かな雰囲気に包まれました。

いつまでも仲睦まじく
9月７日　金婚夫婦表彰式

菊池市支部の代表として活躍した第13分団の代表選手の皆さん

　熊本県消防操法大会が八代市で開催され、県内各地から
25チームが出場。７月21日に開催された菊池市支部大会
で優勝した第13分団が本市代表として出場し、息の合った
操法で日頃の訓練の成果を披露しました。

菊池市消防団第13分団が出場
8月25日　第35回熊本県消防操法大会

救急法は実際に人形を使って練習。菊池広域連合消防本部が試験
導入しているLive119の説明もありました

　市役所で菊池広域連合消防本部職員と「一日救急隊長」
に任命された熊本総合医療リハビリテーション学院の学生3
人による救急法の指導などが行われました。市内在住の外
国人に119番通報や救急法の指導も実施しました。

救急への正しい理解と認識を深める
9月9日　救急の日

㊧から渡辺さん、松山さん

　JVA 第27回全国ヤングクラブバレーボール大会に渡
わた

辺
なべ

綾
あや

斗
と

さん（菊池北中２年）と松
まつ

山
やま

幸
こう

史
し

さん（菊池南中１年）が
熊本東クラブのメンバーとして出場しました。報告のため市
役所を訪問し、大会への意気込みを語りました。

市内中学生2人が全国大会に出場
9月6日 JVA第27回全国ヤングクラブバレーボール大会

坂本さん夫婦は「歴史資料は市民共有の財産。多くの記録や記憶を
次の世代に伝えていきたい」と話しました

　坂本さん夫婦が中西寺集会所で市中心部の隈府地区を
中心とする古写真のスライド上映会を開催しました。夫婦は
地域の歴史を記録し、後世に残そうと、写真とそれにまつわ
る証言を集め、伝承活動に取り組んでいます。

貴重な記録や記憶を後世に
9月8日　坂

さか

本
もと

博
ひろし

さん・榮
えい

子
こ

さん夫婦（高野瀬）

8月の全国大会では健闘しましたが、惜しくも予選敗退しました

　中山花凜さん（九州学院3年）が夏に行われた県高校総体
水泳競技の4×100㍍メドレーリレーで1位を獲得。全九州
高等学校水泳競技大会でも決勝で2位という結果を収め、
市役所で戦いぶりを報告しました。

中
なか

山
やま

花
か

凜
りん

さんが全国大会に出場
8月13日　市役所を表敬訪問

松
まつ

尾
お

修
しゅう

一
いち

代表取締役社長㊧と江頭実市長㊨

　総合設備事業会社の「飯塚電機工業㈱」（熊本市）が企業
版ふるさと納税制度を通じて市に寄付しました。地方創生プ
ロジェクトへ寄付をすると税控除が行われる仕組みで、寄付
金は「子育て世代移住支援事業」に活用します。

企業版ふるさと納税制度で市に寄付
９月９日　市の発展に寄与

優勝したKOOB田中の皆さん

　菊池公園多目的グラウンドで、13チームが頂点を目指し
ました。開催期間中は天候に恵まれ、出場選手たちは白熱し
た試合を繰り広げ、KOOB 田中が昨年に続き、優勝を果た
しました。準優勝はグローアッパーズでした。

KOOB田中が2連覇
9月2日～10日 熊日旗菊池市民ナイター野球大会

菊池川河川事務所の職員の案内で、ダム堤内の点検通路を歩いて
見学するツアーもあり、ダムの構造や放流の仕組みを学びました

　竜門ダムのエントランス広場で竜門ダムフェスタが開催
されました。市や地元住民でつくる斑蛇口湖活性化推進協
議会主催。市内外から訪れた家族連れらは、ダンスや和太
鼓、バンド演奏、飲食の出店を楽しみました。

地域に明かりを。１，８００人が来場
9月14日　竜門ダムフェスタ

出場した「チーム☆カッパ」（女子の部）、「スポーツ推進委員二刀流」
（男女混合の部）、「菊池ドラゴンズ」（議会議員の部）の皆さん

　全国市町村交流レガッタ大会が鹿児島県薩摩川内市で開
催され、市の大会を勝ち抜いた代表3チームが出場。各チー
ムは例年よりも練習を重ね、大会に挑みました。初秋の風薫
る川内川を舞台に、2日間熱いレースを繰り広げました。

市代表3チームが出場
9月7・8日　第33回全国市町村交流レガッタ大会

工
く

藤
どう

志
し

保
ほ

（隈府小6年） 工
く

藤
どう

千
ち

嘉
ひろ

（菊之池小５年）

　たくさんの応募ありがとうございました。第1次審査を行
い、次の作品を選考して第2次審査へ出品しました。第2次
審査の結果発表は11月中旬ごろの予定です。第2次審査に
出品しました作品は下記のとおりです（敬称略）。

第2次審査出品作品を紹介します
2024 明るい選挙コンクール
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市長からのメッセージ

江頭  実vol.127

◆
本
年
２
月
に
深
川・
北
宮
地
区
に
あ
る
菊
池
一
族

関
連
の
遺
構
が
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、実

は
専
門
家
の
見
地
か
ら
は
、さ
ら
に
重
要
な
候
補
エ

リ
ア
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
隈
府
地
区
一
帯
の

旧
市
街
区
。
城
下
町
特
有
の
碁
盤
の
目
の
形
状
で
す

が
、南
北
朝
時
代
発
祥
の
も
の
で
当
時
の
原
型
に
近

い
姿
で
残
っ
て
い
る
の
は
、全
国
で
も
唯
一
こ
こ
だ

け
で
す
。
ま
ち
な
か
に
能
場
や
巨
木
、寺
院
な
ど
が

た
だ
ず
み
、味
わ
い
深
い
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い

ま
す
。
◆
こ
れ
を
観
光
に
生
か
さ
ぬ
手
は
あ
り
ま

せ
ん
。
２
年
ほ
ど
前
か
ら
官
民
連
携
の
ま
ち
な
か
デ

ザ
イ
ン
会
議
を
通
じ
、ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
シ
テ
ィ（
歩

い
て
楽
し
む
ま
ち
づ
く
り
）に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

観
光
客
の
滞
在
時
間
を
伸
ば
し
消
費
増
に
つ
な
げ

る
狙
い
で
す
。
こ
の
一
環
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
◆「
菊
池
の
し
ら
べ
」は

週
末
の
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
、能
場
周
辺
を
歩
行

者
天
国
に
し
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
、グ
ル
メ
の
黄
昏

夜
市
を
配
し
て
音
楽
や
伝
統
芸
能
で
一
宵
を
楽
し

む
も
の
。
こ
れ
と
連
動
し
て
温
泉
街
で
は「
ほ
ろ
よ

い
あ
か
り
」事
業
を
試
行
し
ま
し
た
。
温
泉
街
の
路

上
を
酒
席
と
し
て
開
放
し
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
。
共
通
チ

ケ
ッ
ト
で「
は
し
ご
酒
」を
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
趣
向
で
す
。
過
去
最
高
売
上
の
お
店
も
あ
っ

た
そ
う
で
、ど
ち
ら
の
事
業
も
大
好
評
で
成
功
で
し

た
。
ま
た
、例
年
８
月
だ
っ
た
菊
池
白
龍
ま
つ
り
も

今
年
か
ら
10
月
に
変
更
し
ま
し
た
が
、昨
年
以
上
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
◆
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
、若

手
の
市
民・
商
業
関
係
者
が
中
心
と
な
り
取
り
組
ん

だ
官
民
連
携
の
新
企
画
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
新
し

い
試
み
は
失
敗
の
不
安
も
伴
い
ま
す
が
、予
想
せ
ぬ

効
果
や
発
見
も
生
ま
れ
ま
す
。
ま
さ
に
失
敗
は
成
功

の
母
。挑
戦
は
成
長
の
父
。頼
も
し
い
動
き
で
す
。

成功の母・成長の父

休日在宅当番医
※ 当番医は変更される場合があります。最新情報は、菊池郡

市医師会ホームページや菊池郡市医師会テレホンサービス
（歯科と薬局は除く）☎0968(25)３３００でご確認ください

菊池郡市医師会ホームページ　→

これまでの記事はホームページで見ることができます。
ホームページ→「市長室へようこそ」→「市長メッセージ」

11月3日
㈰㈷

宮本内科クリニック（内・小・循） 菊池市 0968（25）2047

菊陽中部クリニック（内） 菊陽町 096（232）1566

森本整形外科医院（整・リハ・リウ・形） 合志市 096（242）2231

菊陽レディースクリニック（産・婦） 菊陽町 096（213）5656

ちぢいわ歯科クリニック 合志市 096（242）4681

栄町薬局 菊池市 0968（23）0086

11月4日
㈪

振替休日

竹田津医院（内・小） 大津町 096（293）2521

中野クリニック（内・腎） 菊池市 0968（25）5861

柴田整形外科（整・リハ） 合志市 096（346）5500

岸眼科（眼） 菊池市 0968（38）0075

西本真生堂薬局泗水店 菊池市 0968（38）7031

アトム薬局 菊池市 0968（26）5888

11月10日
㈰

よしもと小児科（小・ア） 菊陽町 096（233）2520

阿梨花病院大津（内） 大津町 096（293）5000

緒方整形外科医院（整・リウ・リハ） 合志市 096（248）8181

さかい歯科クリニック 菊陽町 096（284）8433

11月17日
㈰

古田医院（ 内・循内） 菊池市 0968（25）2280

庄嶋医院（胃・肛・外） 合志市 096（242）3388

松岡耳鼻咽喉科医院（耳） 菊陽町 096（232）5011

あくね歯科医院 合志市 096（242）6480

七城中央薬局 菊池市 0968（25）5673

11月23日
㈯㈷

まつもとこどもクリニック（小・ア） 合志市 096（338）8960

ふくだ医院（内・耳・ア・泌） 大津町 096（293）2771

大津中村整形外科（整） 大津町 096（293）8888

むさし眼科クリニック（眼） 合志市 096（248）6390

11月24日
㈰

なみかわ小児科（小） 大津町 096（293）1163

ナカシマセブンクリニック（内） 合志市 096（288）0777

菊陽台病院（整） 菊陽町 096（232）1191

きくち宮本泌尿器科（泌） 菊池市 0968（24）8101

城歯科医院 合志市 096（248）6464

栄町薬局 菊池市 0968（23）0086

12月1日
㈰

旭志石田医院（内・循・神内） 菊池市 0968（37）2037

岩根クリニック（胃・外・消） 菊池市 0968（25）4230

ちが産婦人科医院（産・婦） 菊陽町 096（232）9131

野田歯科口腔クリニック 大津町 096（292）0123

菊池中通り薬局 菊池市 0968（23）7501

12月8日
㈰

河野内科クリニック
（内・呼内・ア・循内・消内・神内・小） 菊陽町 096（233）1717

和み内科診療所（内） 合志市 096（248）7534

のざわ医院（内・胃・外） 大津町 096（293）8000

米田産婦人科医院（産婦・麻） 菊池市 0968（25）2589

みさきの歯科医院 大津町 096（285）4182

子育て中の親子が安心して立ち寄ることができる
施設を｢赤ちゃんの駅｣として募集・登録しています。
施設一覧はホームページをご覧ください。
問い合わせ先
子育て支援課子育て支援係 ☎0968（25）7214

施設から一言
さくら保育園の隣にありま
す。みんなで子育てを楽し
んでもらうためにいろいろ
な活動を行っています。気
軽に遊びにお越しください。

施設から一言
遊びをとおしてたくさん学
び、育む保育を行い、食育
農育でさとうきび栽培を
行っています。

子育て支援センター
さくらんぼハウス

田島保育園

豊間３０１番地９
☎0968（24）3880

泗水町田島５８４-１
☎0968（38）2802

㈪～㈯ 午前７時～午後７時 午前９時30分～午後３時
㈪・㈫・㈭・㈮

　　　　  授乳の場、おむつ交換
の場、ミルク用のお湯の提供

　　　　　授乳の場、おむつ交換
の場、ミルク用のお湯の提供

利用時間利用時間

利用内容利用内容

木
き

村
むら

日
ひ

向
な

子
こ

ちゃん（隈府）

1歳 R5年11月20日生まれ

も
も
ち
ゃ
ん

仲
良
く
遊
ん
で
ね
♪

田
た

尻
じり

慧
けい

多
た

ちゃん（北宮）
2歳 R4年11月14日生まれ

こ
れ
か
ら
も

マ
イ
ペ
ー
ス
で

が
ん
ば
る
モ
ン
♪

古
ふる

荘
しょう

晴
はる

希
き

ちゃん（田島）

1歳 R5年11月12日生まれ

み
ん
な
大
好
き
♥

い
つ
も
遊
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
!

森
もり

　 秋
しゅう

岐
き

ちゃん（住吉）
3歳 R3年11月18日生まれ

ミ
カ
ン

だ
ー
い
す
き
!! 

今
いま

村
むら

光
み

琴
こと

ちゃん（袈裟尾）

3歳 R3年11月1日生まれ

ア
ン
パ
ン
マ
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

行
き
た
い
!! 

田
た

中
なか

歩
ほ

望
の

ちゃん（砂田）
2歳 R4年11月10日生まれ

お
ね
ぇ
ち
ゃ
ん
た
ち

い
つ
も
あ
り
が
と
う
、

だ
い
す
き
だ
よ
！

牧
まき

田
た

茉
まつ

織
り

ちゃん（野間口）

1歳 R5年11月7日生まれ

お
姉
ち
ゃ
ん

大
好
き
♥

江
え

藤
とう

想
そう

真
ま

ちゃん（西寺）
2歳 R4年11月24日生まれ

お
散
歩
い
っ
ぱ
い

つ
れ
て
っ
て
😎

鬼
おに

塚
づか

晴
はる

柊
ひ

ちゃん（吉富）
3歳 R3年11月28日生まれ

飛
行
機
だ
い
す
き
!

東
ひがし

　真
しん

平
ぺい

ちゃん（麓）

2歳 R4年11月12日生まれ

ね
ぇ
ね
の
ま
ね
っ
こ

ト
ラ
ク
タ
ー
と

恐
竜
が
だ
い
す
き
！

松
まつ

田
だ

瑛
え

唯
い

翔
と

ちゃん（出田）

3歳 R3年11月8日生まれ

に
ぃ
に
い
つ
も
遊
ん
で

く
れ
て
あ
り
が
と
!

み
ん
な
大
好
き
♥

加
か

藤
とう

　碧
あおい

ちゃん（吉富）
3歳 R3年11月28日生まれ

将
来
は

ラ
ブ
ー
ル
警
部
に

な
る
ぞ
っ
☆

芹
せり

川
かわ

莉
り

都
と

ちゃん 芹
せり

川
かわ

桜
お

都
と

ちゃん
2歳 R4年11月29日生まれ（尾足）

す
こ
し
だ
け

お
し
ゃ
べ
り
出
来
る

よ
ー
に
な
っ
た
よ
！

金
かね

﨑
ざき

千
ち

明
あき

ちゃん（西寺）
1歳 R5年11月11日生まれ

み
ん
な
だ
ぁ
い
す
き
♥

い
っ
ぱ
い

可
愛
い
が
っ
て
ね
♥

津
つ

原
はら

　旭
あさひ

ちゃん（福本）

2歳 R4年11月2日生まれ

に
ぃ
に
大
好
き
♪

ね
ぇ
ね
は

ち
ょ
っ
と
だ
け
好
き
☆

令
和
６
年
12
月
中
に
誕
生
日
を
迎
え
る
３
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
！（
先
着
24
人
）

【
申
込
期
限
】11
月
10
日
㈰ 

※
窓
口
は
11
日
㈪
ま
で　
問
市
長
公
室 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
２

専用フォーム

35 342024 November広報きくち2024 November広報きくち


